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　５－５　押出し破風

５　アウティ

●下地組みに鼻隠し板・破風板を捨て張りします。

●押出し破風の厚さを考慮して屋根材を施工します。

●軒天の位置を考慮して押出し破風を取り付けます。

●樋受け金物を取り付ける際には、押出し破風に先孔をあけます。

※鉄骨下地の場合、押出し破風を留め付けるステンレスビスは、ねじ山が鉄骨下地に３山程度かかる長さの

　 ものとします。

　鼻隠し・破風板

　５－６　押出し飾縁

●アウティを取り付けるモエンの裏側には、必ず縦、横胴縁組みを行い、専用釘で胴縁に留め付けます。

●サッシと押出し飾縁に１０㎜程度の隙間を設けます。（軒天部は不要です。）

●開口部上側のみ押出し飾縁の上部をマスキングテープで養生後、プライマーを塗布し、ニチハシーリング

　 を充填します。

●サッシ下側は、モエン仕上げ面より、３０㎜以上の出寸法が確保できるサッシとします。

　 出寸法が確保できない場合は、サッシ水切を取り付けて、サッシからの伝い水が直接押出し飾縁に伝わら

　 ないようにします。

※寒冷地域（福島県、宮城県および岩手県の一部を除く）では、適切な凍害防止措置を講ずることが難しい

　 ため、開口部まわりに使用できません。

縦胴縁90サイズ

押出し飾縁

専用釘

モエン
縦胴縁

専用釘

専用釘

押出し破風

鼻隠し板

専用釘

押出し破風

破風板

押出し飾縁

＜軒天部＞

＜開口部左右＞

モエンモエン
横胴縁90サイズ

縦胴縁

専用釘

ニチハシーリング

横胴縁90サイズ

縦胴縁

専用釘

押出し飾縁

押出し飾縁

＜開口部上下＞

モエン

両面防水テープ

※鉄骨下地については、物件ごとで鉄骨下地の組み方が異なりますが、アウティを留め付けられるような下地
組みとしてください。

釘頭 釘頭は製品表面より沈めないでください。
割れ・欠けが発生するおそれがあります。

６　軒天

＜設計施工資料＞

 ６－　１

 ６－　２

 ６－　３

 ６－　４

　●軒天の鉄骨下地への直貼りは禁止です。軒天１２木目調・シダーグレインのLGS天井下地への施工については、別冊

　　 のＣｏｍｍｅｒｃｉａｌ Ｗａｌｌをご参照ください。

　●軒天１２木目調・シダーグレインの補修方法は、最新のNICHIHA内外装建材総合カタログでご確認ください。

　●フィニッシュネイルおよびタッカーでの施工は行わないでください。

　●軒天の切断部が露出する場合は、補修液にて処理してください。シーリングを補修液の代わりに使用すると、シーリン

　　 グ補修部分が白く変色します。補修には絶対に使用しないでください。

　●やむを得ず、軒天の表面にマスキングテープを貼る場合は、弊社推奨のマスキングテープをご使用ください。（付着力

　　 の強いマスキングテープは使用しないでください。）

　●マスキングテープは１日以上貼り置きしないでください。また、マスキングテープは勢いよく引き剥がさないでください。

　●有孔板は雪が吹き込む箇所には使用しないでください。

!
注　　意

禁 止 軒天施工上の注意

 ６－　５

 ６－　６

 ６－　７

 ６－　８

 ６－　９

 ６－　１０

 ６－　１１

 ６－　１２

 ６－　１３

 ６－　１４

 ６－　１５

各部の取り合い ６－　１６

施工要領一覧

商品と防耐火認定一覧

納まり詳細図

軒天１２トリスタ

施工要領一覧

商品と防耐火認定一覧

納まり詳細図

軒天１２

施工要領一覧

商品と防耐火認定一覧

納まり詳細図

軒天１４

施工要領一覧

商品と防耐火認定一覧

納まり詳細図

軒天１８

施工要領一覧

商品と防耐火認定一覧

納まり詳細図

軒天５

その他 ６－　１７
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　６－１　軒天１２　トリスタ　商品と防耐火認定一覧

６　軒天

　

■対応商品：軒天１２　トリスタ　　ティンバースタイル　エンボススタイル
①　無孔板

　１）製品
　　　・基材：両面アクリル系樹脂塗装／繊維混入スラグせっこう板　　

　　　・不燃材料／認定番号：ＮＭ－３８９９（有孔板を除く）

　　　・製品タイプ／無孔板

エンボススタイル ＹＫ０１□ １２×９１０×１，８２０㎜

ティンバースタイル ＹＫ０２□

製品名 品番 サイズ 備考

継手加工：合いじゃくり

継手加工：合いじゃくり

１２×９１０×１，８２０㎜

無孔板＋防火通気見切縁（ＢＭ３※１）

　　ＱＦ０３０ＲＳ－０２５０ 無孔板

防耐火認定番号 仕様 備考

-

ＢＭ３：有効換気面積１００㎠/m　　ＱＦ０３０ＲＳ－０３４８－１

　　ＱＦ０３０ＲＳ－０２４０
無孔板

＋

軒天通気見切縁（ＫＢＭ２Ｎ□□またはＢＭ２Ｓ〔塩害地仕様〕※１）

　２）　防耐火認定
　

各認定には、軒天材の塗布量について規定がございます。現場塗装の際は、認定書をご確認ください。

（※１）日本化学産業株式会社の商品です。

　  ＫＢＭ２Ｎ、ＢＭ２Ｓ：

    有効換気面積１００㎠/ⅿ

軒天

種類
仕様

ニチハ標準施工上の野縁および軒天材施工要領　抜粋　（木下地）
防耐火

認定番号
野縁施工 軒天の留め付け

軒裏
勾配

軒元
納まり（※３）

軒天１２

トリスタ

１２㎜（無孔板） QF030RS-0250

野縁組：平行組　＠500㎜以下

　　　　　 梯子組（格子組）＠出500㎜以下・幅455㎜以下

　　　　　 ※左右接合部は2本組

吊り木：軒出＞500㎜時必要

野縁寸法：40×30㎜以上

釘：φ2.5㎜×45㎜　専用リング釘

平行組：225㎜以下（幅910㎜に５本留め）

梯子組：軒出・幅方向とも225㎜以下

水平
・

勾配

軒勝ち

壁勝ち

野縁組：梯子組　不可

　　　　   平行組＠出500㎜以下

吊り木：軒出＞500㎜時必要

野縁寸法：40×30㎜以上

釘：φ2.5㎜×45㎜　専用リング釘

平行組：225㎜以下（幅910㎜に５本留め）

※軒天通気見切縁の留め付けは別途必要

１２㎜（無孔板）
＋

防火通気見切縁
（BM3）

QF030RS-0348-1

　６－２　施工要領一覧

野縁組：梯子組　

　　　　   平行組＠出500㎜以下

吊り木：軒出＞500㎜時必要

野縁寸法：30×40㎜以上

釘：φ2.5㎜×45㎜　専用リング釘

平行組：225㎜以下（幅910㎜に５本留め）

※軒天通気見切縁の留め付けは別途必要

１２㎜（無孔板）
＋

軒天通気見切縁
（KBM2N□□）

QF030RS-0240
軒勝ち
※２

（※２）軒天通気見切縁が軒先に施工された場合は、壁勝ちも施工可です。

軒勝ち

壁勝ち

軒出

軒勝ち
58～　　　
1820㎜

壁勝ち
83～　　　
1820㎜

軒勝ち
88～　　　
1820㎜

壁勝ち
113～　　
1820㎜

軒勝ち
63～　　　
1820㎜

壁勝ち
88～　　　
1820㎜

（※３）認定は最大寸法で取得していますが、商品寸法により上限値は1820㎜となります。
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　６－１　軒天１２　トリスタ　商品と防耐火認定一覧

６　軒天

　

■対応商品：軒天１２　トリスタ　　ティンバースタイル　エンボススタイル
①　無孔板

　１）製品
　　　・基材：両面アクリル系樹脂塗装／繊維混入スラグせっこう板　　

　　　・不燃材料／認定番号：ＮＭ－３８９９（有孔板を除く）

　　　・製品タイプ／無孔板

エンボススタイル ＹＫ０１□ １２×９１０×１，８２０㎜

ティンバースタイル ＹＫ０２□

製品名 品番 サイズ 備考

継手加工：合いじゃくり

継手加工：合いじゃくり

１２×９１０×１，８２０㎜

無孔板＋防火通気見切縁（ＢＭ３※１）

　　ＱＦ０３０ＲＳ－０２５０ 無孔板

防耐火認定番号 仕様 備考

-

ＢＭ３：有効換気面積１００㎠/m　　ＱＦ０３０ＲＳ－０３４８－１

　　ＱＦ０３０ＲＳ－０２４０
無孔板

＋

軒天通気見切縁（ＫＢＭ２Ｎ□□またはＢＭ２Ｓ〔塩害地仕様〕※１）

　２）　防耐火認定
　

各認定には、軒天材の塗布量について規定がございます。現場塗装の際は、認定書をご確認ください。

（※１）日本化学産業株式会社の商品です。

　  ＫＢＭ２Ｎ、ＢＭ２Ｓ：

    有効換気面積１００㎠/ⅿ

軒天

種類
仕様

ニチハ標準施工上の野縁および軒天材施工要領　抜粋　（木下地）
防耐火

認定番号
野縁施工 軒天の留め付け

軒裏
勾配

軒元
納まり（※３）

軒天１２

トリスタ

１２㎜（無孔板） QF030RS-0250

野縁組：平行組　＠500㎜以下

　　　　　 梯子組（格子組）＠出500㎜以下・幅455㎜以下

　　　　　 ※左右接合部は2本組

吊り木：軒出＞500㎜時必要

野縁寸法：40×30㎜以上

釘：φ2.5㎜×45㎜　専用リング釘

平行組：225㎜以下（幅910㎜に５本留め）
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１２㎜（無孔板）
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（BM3）
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　６－２　施工要領一覧

野縁組：梯子組　

　　　　   平行組＠出500㎜以下

吊り木：軒出＞500㎜時必要

野縁寸法：30×40㎜以上

釘：φ2.5㎜×45㎜　専用リング釘
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※軒天通気見切縁の留め付けは別途必要

１２㎜（無孔板）
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軒天通気見切縁
（KBM2N□□）
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（※２）軒天通気見切縁が軒先に施工された場合は、壁勝ちも施工可です。
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（※３）認定は最大寸法で取得していますが、商品寸法により上限値は1820㎜となります。

　６－３　納まり詳細図

６　軒天
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　 １）軒天１２トリスタ標準施工法　ＱＦ０３０ＲＳ－０２５０

　 　●下地組み

　 　　 野縁平行組：軒の出方向は５００㎜以下の間隔で野縁（幅：４０×高さ：３０㎜以上）を組みます。

　 　　 野縁梯子組：軒の出方向は５００㎜以下、幅方向は４５５㎜以下の間隔で野縁（幅：４０×高さ：３０㎜以上）

　 　　 　　　　　　　   を組みます。

　 　　 軒天材の左右接合部は野縁２本組とします。

　 　　 軒の出が５００㎜を超える場合、軒の出＠５００㎜以下に吊り木（吊り木＠１０００㎜以下）で吊ります。

　 　●下地の不陸は３㎜以下に調整します。

　 　※ボルト頭や下地組みの不陸・ねじれなどは仕上がりに影響するばかりでなく、無理な施工から軒天材の

　 　　 破損をまねくおそれがあります。

　 　●軒天材の切断はオールダイヤモンドチップソーを使用します。

　 　●軒天材の留め付けは専用釘（ステンレスリング釘φ２．５㎜×４５㎜）を用い、

　 　　 野縁平行組：軒の幅方向は２２５㎜以下の間隔（９１０幅に５本留め）で留め付けます。

　 　　 　　　　　　　   軒の出方向は野縁ごとに留め付けます。

　 　　 野縁梯子組：軒の幅方向・出方向ともに２２５㎜以下の間隔で留め付けます。

　 　●軒天材端部の釘打ち位置は端あき２０～３５㎜とします。

軒の出が５００～１８２０㎜以下（注）の場合

釘
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下

野縁梯子組

1820以下（注）

野縁間隔：500以下

軒の出が８３（壁勝ち）～５００㎜以下の場合

軒の出が５８（軒勝ち）～５００㎜以下の場合

軒の出:83(58)～500以下

（注）認定は最大寸法で取得しておりますが、製品寸法により上限値は１８２０㎜となります。
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６　軒天

　

野縁梯子組

　　３０分準耐火構造適合品／品番：ＫＢＭ２Ｎ□□　認定番号　軒裏：ＱＦ０３０ＲＳ－０２４０

　　※軒天１２トリスタ以外の軒天材には認定が適用できません。

　　※軒天通気見切縁本体に塗装を施した場合は認定が適用できません。

　 　●下地組み

　 　　 野縁梯子組：軒の出方向は５００㎜以下、幅方向は４５５㎜以下の間隔で野縁（幅：３０×高さ：４０㎜以上）

　　　　　　　　　　　　を組みます。

　 　　 軒天材の左右接合部は野縁２本組みとします。

　 　　 軒の出が５００㎜を超える場合、軒の出＠５００㎜以下に吊り木（吊り木＠１０００㎜以下）で吊ります。

　 　●下地の不陸は３㎜以下に調整します。

　 　※ボルト頭や下地組みの不陸・ねじれなどは仕上がりに影響するばかりでなく、無理な施工から軒天材の

　 　　 破損をまねくおそれがあります。

　 　●軒天材の切断はオールダイヤモンドチップソーを使用します。

　 　●軒天材の留め付けは専用釘（ステンレスリング釘φ２．５㎜×４５㎜）を用い、

　 　　 野縁梯子組：軒の幅方向・出方向ともに２２５㎜以下の間隔で留め付けます。

　 　●軒天材端部の釘打ち位置は端あき２０～３５㎜とします。

　 　●取り付けには専用タッピングネジ（別売：Φ３．８×２８．５㎜）を使用します。ＫＢＭ２Ｎ取り付け後、

　　　　軒天材を取り付けます。

　 　●ＫＢＭ２Ｎ本体が長い場合は所定寸法に切断します。切断部は同色の補修液（別売）を塗布します。

　 　●出隅カバーは、ＫＢＭ２Ｎ本体の片側にカバーを差し込むように嵌合させ、ＫＢＭ２Ｎ本体を野縁に

　 　　 ビス留めし、もう片方のＫＢＭ２Ｎ本体をカバーに差し込むように嵌合させ、野縁にビス留めします。

　 　※片流れ屋根の水上側など、逆勾配の軒天への使用はしないでください。
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　６－３　納まり詳細図　

　 ２）軒天１２トリスタ（軒天通気見切縁ＫＢＭ２Ｎ）標準施工法　ＱＦ０３０ＲＳ－０２４０
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（注）認定は最大寸法で取得しておりますが、製品寸法により上限値は１８２０㎜となります。

野縁

軒の出＠500以下に吊り木
軒天材

鼻隠し下地

軒の出：1820以下（注）

野縁間隔：500以下

軒の出が１１３（壁勝ち）～５００㎜以下の場合

軒の出が８８（軒勝ち）～５００㎜以下の場合

軒の出が５００～１８２０㎜以下（注）の場合

　 　※ＫＢＭ２Ｎは、塩害のおそれのある場所（海岸から５㎞以内）では、錆が発生する場合がありますので、

　　　　ＢＭ２Ｓ（塩害地仕様）をご使用ください。
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野縁梯子組

　　３０分準耐火構造適合品／品番：ＫＢＭ２Ｎ□□　認定番号　軒裏：ＱＦ０３０ＲＳ－０２４０

　　※軒天１２トリスタ以外の軒天材には認定が適用できません。

　　※軒天通気見切縁本体に塗装を施した場合は認定が適用できません。

　 　●下地組み

　 　　 野縁梯子組：軒の出方向は５００㎜以下、幅方向は４５５㎜以下の間隔で野縁（幅：３０×高さ：４０㎜以上）

　　　　　　　　　　　　を組みます。

　 　　 軒天材の左右接合部は野縁２本組みとします。

　 　　 軒の出が５００㎜を超える場合、軒の出＠５００㎜以下に吊り木（吊り木＠１０００㎜以下）で吊ります。

　 　●下地の不陸は３㎜以下に調整します。

　 　※ボルト頭や下地組みの不陸・ねじれなどは仕上がりに影響するばかりでなく、無理な施工から軒天材の

　 　　 破損をまねくおそれがあります。

　 　●軒天材の切断はオールダイヤモンドチップソーを使用します。

　 　●軒天材の留め付けは専用釘（ステンレスリング釘φ２．５㎜×４５㎜）を用い、

　 　　 野縁梯子組：軒の幅方向・出方向ともに２２５㎜以下の間隔で留め付けます。

　 　●軒天材端部の釘打ち位置は端あき２０～３５㎜とします。

　 　●取り付けには専用タッピングネジ（別売：Φ３．８×２８．５㎜）を使用します。ＫＢＭ２Ｎ取り付け後、

　　　　軒天材を取り付けます。

　 　●ＫＢＭ２Ｎ本体が長い場合は所定寸法に切断します。切断部は同色の補修液（別売）を塗布します。

　 　●出隅カバーは、ＫＢＭ２Ｎ本体の片側にカバーを差し込むように嵌合させ、ＫＢＭ２Ｎ本体を野縁に

　 　　 ビス留めし、もう片方のＫＢＭ２Ｎ本体をカバーに差し込むように嵌合させ、野縁にビス留めします。

　 　※片流れ屋根の水上側など、逆勾配の軒天への使用はしないでください。
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　６－３　納まり詳細図　

　 ２）軒天１２トリスタ（軒天通気見切縁ＫＢＭ２Ｎ）標準施工法　ＱＦ０３０ＲＳ－０２４０
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（注）認定は最大寸法で取得しておりますが、製品寸法により上限値は１８２０㎜となります。

野縁

軒の出＠500以下に吊り木
軒天材

鼻隠し下地

軒の出：1820以下（注）

野縁間隔：500以下

軒の出が１１３（壁勝ち）～５００㎜以下の場合

軒の出が８８（軒勝ち）～５００㎜以下の場合

軒の出が５００～１８２０㎜以下（注）の場合

　 　※ＫＢＭ２Ｎは、塩害のおそれのある場所（海岸から５㎞以内）では、錆が発生する場合がありますので、

　　　　ＢＭ２Ｓ（塩害地仕様）をご使用ください。

６　軒天

　６－３　納まり詳細図

野縁平行組

　　３０分準耐火構造適合品／日本化学産業(株)社製ＢＭ３　

　　※軒天１２トリスタ以外の軒天材には認定が適用できません。

　　※防火通気見切縁本体に塗装を施した場合は認定が適用できません。

　　●下地組み

　 　　 野縁平行組：軒の出方向は５００㎜以下の間隔で野縁（幅：４０×高さ：３０㎜以上）を組みます。（軒先には不要）

　 　　 野縁を直接垂木に留め付けない場合は、軒の出が５００㎜を超える場合、軒の出＠５００㎜以下に吊り木

　　　　（吊り木＠１０００㎜以下）で吊ります。鼻隠し下地：厚みを３０㎜とし、高さを１１５㎜以上としてください。

　 　●下地の不陸は３㎜以下に調整します。

　 　※ボルト頭や下地組みの不陸・ねじれなどは仕上がりに影響するばかりでなく、無理な施工から軒天材の

　 　　 破損をまねくおそれがあります。

　 　●軒天材の切断はオールダイヤモンドチップソーを使用します。

　 　●軒天材の留め付けは専用釘（ステンレスリング釘φ２．５㎜×４５㎜）を用い、軒の幅方向は２２５㎜以下の

　　　　間隔（９１０幅に５本留め）で留め付けます。軒の出方向は野縁ごとに留め付けます。

　 　●軒天材端部の釘打ち位置は端あき２０～３５㎜とします。

　 　●軒天支持金具を鼻隠し下地に専用タッピングネジ（別売）で取り付け後、軒天材を取り付けます。

　　 ●軒天支持金具は＠４５５㎜以下かつ軒天材の接合部に取り付けます。

　 　●軒天材施工後、軒天支持クリップを軒天支持金具に差し込み軒天材を固定し、ＢＭ３を専用のタッピング

　　　　ネジ（別売）で取り付けます。ＢＭ３は所定寸法に切断し、切断部は同色の補修液（別売）を塗布します。

　 　●出隅カバー等は、ＢＭ３本体の片側にカバーを差し込むように嵌合させ、ＢＭ３本体を鼻隠し下地にビス

　　　　留めし、もう片方のＢＭ３本体をカバーに差し込むように嵌合させ、鼻隠し下地にビス留めします。

　 　※塩害のおそれのある場所では、塩害地域仕様をご使用ください。

　 　※片流れ屋根の水上側など、逆勾配の軒天への使用はしないでください。

　　 ※軒天材を張り替える場合、鼻隠し（破風）を取り外す等の工事が必要となります。

軒の出が５００～１８２０㎜以下（注）の場合

軒天材

野縁
野縁

軒の出＠500以下に吊り木

軒の出：1820以下（注）

野縁間隔：500以下

軒天材

野縁破風

留付釘

軒天材

　 ３）軒天１２トリスタ（防火通気見切縁ＢＭ３）標準施工法　ＱＦ０３０ＲＳ－０３４８－１
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　　ＢＭ３に関してのお問い合わせは下記へお願いします。

　　　日本化学産業株式会社　建材本部 住宅建材グループ ＴＥＬ：０４８-９３１-０２５２

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　大阪支店 建材営業課 ＴＥＬ：０６-６９１０-２０３０

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　名古屋支店 建材営業課 ＴＥＬ：０５２-７１５-７６０３
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ＢＭ３
鼻隠し下地

軒の出：88(63)以上500以下

鼻隠し下地

軒の出が８８（壁勝ち）～５００㎜以下の場合

軒の出が６３（軒勝ち）～５００㎜以下の場合

ＢＭ３ＢＭ３
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（注）認定は最大寸法で取得しておりますが、製品寸法により上限値は１８２０㎜となります。
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　６－３　納まり詳細図

　

　 ■野縁・軒天支持金具の取り付け
　　　　 下図のように野縁および軒天支持金具を取り付けます。

　　　　※鼻隠し下地は厚みを３０㎜とし、高さは１１５㎜以上としてください。

　 ■納まり図

軒の出５００㎜を超える場合：

野縁および吊り木必要軒の出５００㎜を超える場合：

野縁および吊り木必要

＠455㎜以下かつ

軒天材の接合部

鼻隠し下地

野縁

※下面からφ3.8㎜×45㎜の専用タッピングネジ２箇所留め。

　 ■軒天材の取り付け
　　　　 軒天材を軒天支持金具に設置し、野縁に釘留めします。

下図のように軒天支持クリップを軒天支持金具に差し込み固定してください。

軒天支持クリップは凸面を下側にしてください。

野縁
軒天材

凸面

軒天材

軒天支持金具

　 　　 ※右図のように鼻隠し下地と軒天材が直角で

　　　　ない場合は施工できません。

〈軒天井：水平〉 〈軒天井：勾配〉

ＢＭ３
鼻隠し下地

ＢＭ３
鼻隠し下地

鼻隠し下地

軒天材

軒天材

軒天材
施工不可

45
5

コーナー部
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度

21 12(軒天材厚み)

専用タッピングネジ

φ3.8㎜×45㎜

鼻隠し下地

専用釘

軒天支持クリップ

軒天支持クリップ

軒天材の端部は軒天支持金具に

当ててください。

鼻隠し下地

鼻隠し下地

鼻隠し下地
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　６－３　納まり詳細図

　

　 ■野縁・軒天支持金具の取り付け
　　　　 下図のように野縁および軒天支持金具を取り付けます。

　　　　※鼻隠し下地は厚みを３０㎜とし、高さは１１５㎜以上としてください。

　 ■納まり図

軒の出５００㎜を超える場合：

野縁および吊り木必要軒の出５００㎜を超える場合：

野縁および吊り木必要

＠455㎜以下かつ

軒天材の接合部

鼻隠し下地

野縁

※下面からφ3.8㎜×45㎜の専用タッピングネジ２箇所留め。

　 ■軒天材の取り付け
　　　　 軒天材を軒天支持金具に設置し、野縁に釘留めします。

下図のように軒天支持クリップを軒天支持金具に差し込み固定してください。

軒天支持クリップは凸面を下側にしてください。
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軒天材
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　 　　 ※右図のように鼻隠し下地と軒天材が直角で

　　　　ない場合は施工できません。

〈軒天井：水平〉 〈軒天井：勾配〉
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６　軒天

ＢＭ３本体、役物の端部に鋭利な部分がありますので手袋をして扱ってください。

けがの原因となることがあります。

警　　告　
　

　６－３　納まり詳細図

ＢＭ３本体を金具に確実に

差し込んだ上で、鼻隠し下地が

見えないよう専用ねじで留め

付けてください。

この部分を軒天材と金具の

間に差し込んでください。
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■各部の納まり

　 ■断面寸法および有効開口面積

換気孔：5.0㎜ ×16.0㎜　＠7.5㎜

有効開口面積：100㎠ /m

　 ■ジョイントの取り付け
　　　　 ＢＭ３本体のジョイント部は、下図のようにＢＭ３本体を突き付けし、ジョイントをセットした上で、専用ねじで留め付けてください。

　 ■本体の取り付け
　　　　 軒天材施工後、下図のようにＢＭ３本体を施工してください。

軒天材

専用タッピングネジ

φ4㎜×45㎜　＠455以下

●入隅コーナー

●出隅コーナー

●切妻頂部

●見切り端部

入隅カバー

ＢＭ３本体端部は

孔開けした上でねじ留め

ＢＭ３本体

ＢＭ３本体

ＢＭ３本体端部は

孔開けした上で

ねじ留め

軒天支持金具をかわすように

斜めに差し込んでください。

ＢＭ３本体

出隅カバー

ＢＭ３本体端部は孔開け

した上でねじ留め

ＢＭ３本体端部は孔開け

した上でねじ留め

頂点カバー

ＢＭ３本体端部は

孔開けした上でねじ留め

※エンドカバーは左勝手、右勝手があります。

　 本図はエンドカバー右を示しています。

エンドカバー

ＢＭ３本体

ＢＭ３本体

ＢＭ３本体

ＢＭ３本体

ＢＭ３本体

鼻隠し下地

※寄棟の勾配軒の場合、

　 勾配入隅カバー使用

※寄棟の勾配軒の場合、

　 勾配出隅カバー使用

①予め片方のＢＭ３本体に入隅カバーを差し込んで

おき、ＢＭ３本体を下地に固定してください。

②もう片方のＢＭ３本体を入隅カバーに差し込み、

下地に固定してください。

③入隅カバーは２箇所、下地にねじ留めしてください。

①取り付け方法は入隅カバーと同じです

①予め片方のＢＭ３本体に頂部カバーを差し込んで

おき、ＢＭ３本体を下地に固定してください。

②もう片方のＢＭ３本体を頂部カバーに差し込み、

下地に固定してください。

③頂部カバーは２箇所、下地にねじ留めしてください。

①ＢＭ３本体小口にエンドカバーを差し込んだ

後、ＢＭ３本体を取り付けてください。

●ＢＭ３本体の補修

ＢＭ３本体の現場切断端部、あるいは

施工後キズ等があった場合は専用の

補修液で補修してください。
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　６－４　軒天１２　商品と防耐火認定

６　軒天

　

■対応商品：軒天１２　木目調　シダーグレイン　スチップル調　ストライプ調　エンボス調　フラット
①　無孔板

　１）製品
　　　・基材：両面アクリル系樹脂塗装／パルプ繊維混入セメント板　　　　

　　　・不燃材料／認定番号：ＮＭ－３０１０（有孔板を除く）

　　　・製品タイプ／無孔板

スチップル調

ストライプ調

木目調（※１）

ＹＬ１２□□

ＹＬ１３□

ＹＬ１４□Ｐ １２×９１０×３，０３０㎜

１２×９１０×１，８２０㎜

１２×９１０×１，８２０㎜

シダーグレイン ＹＬ１６□ １２×９１０×３，０３０㎜

ＹＬ１７□ １２×９１０×１，８２０㎜

製品名 品番 サイズ 備考

継手加工：合いじゃくり

エンボス調 ＹＬ１１□ １２×９１０×１，８２０㎜

フラット
ＹＬ６００Ｊ １２×９１０×１，８２０㎜

ＹＬ９００ １２×９１０×３，０３０㎜

継手加工：合いじゃくり

継手加工：合いじゃくり

継手加工：合いじゃくり

継手加工：合いじゃくり

継手加工：合いじゃくり

　２）　防耐火認定

②　防火有孔板

　１）製品
　　　・基材：両面アクリル系樹脂塗装／パルプ繊維混入セメント板　　　　

　　　・不燃材料／認定番号：－

　　　・製品タイプ／防火有孔板

スチップル調 ＹＬＢ１２□ １２×９１０×１，８２０㎜

各認定には、軒天材の塗布量についての規定がございます。現場塗装の際は、認定書をご確認ください。

製品名 品番 サイズ 備考

エンボス調 ＹＬＢ１１□ １２×９１０×１，８２０㎜
継手加工：合いじゃくり（長辺側）

Φ6×25P：（3尺方向15カ所×2・

6尺方向10カ所）×3

継手加工：合いじゃくり（長辺側）

Φ6×25P：（3尺方向15カ所×2・

6尺方向10カ所）×3

　２）防耐火認定
　　　

ＱＦ０３０ＲＳ－０１５５ 防火有孔板

防耐火認定番号 仕様 備考

有効換気面積８４．７８㎠/

有孔部１ヶ所

無孔板との組み合わせは、同柄をご使用ください。

各認定には、軒天材の塗布量についての規定がございます。現場塗装の際は、認定書をご確認ください。

（※１）軒天１２木目調の「１０尺品」と「６尺品」の混ぜ張りはできませんのでご注意ください。

無孔板（エンボス調）＋軒天通気見切縁（ＫＢＭ２Ｎ□□）

ＱＦ０３０ＲＳ－０１５４ 無孔板

防耐火認定番号 仕様 備考

- 無孔板＋軒天換気金物（ＫＢＭ1）

-

ＫＢＭ２Ｎ：有効換気面積１００㎠/ⅿＱＦ０３０ＲＳ－０１５６

ＱＦ０３０ＲＳ－０１５７
ＫＢＭ１Ｊ２：有効換気面積

１４８㎠/本、特殊遮炎発泡材付き

ＫＢＭ１：有効換気面積１４８㎠/本

無孔板＋軒天換気金物（ＫＢＭ1Ｊ２）

　

無孔板（エンボス調除く）
＋

軒天通気見切縁（ＫＢＭ２Ｎ□□またはＢＭ２Ｓ〔塩害地仕様〕※２）

  ＫＢＭ２Ｎ、ＢＭ２Ｓ：

  有効換気面積１００㎠/ⅿ　　
（※２）日本化学産業株式会社の商品です。

ＱＦ０３０ＲＳ－０１５６－２
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ＹＬＡ１２□

ＹＬＡ１４□P
ＹＬＡ１７□

１２×９１０×３，０３０㎜
１２×９１０×１，８２０㎜

１２×９１０×１，８２０㎜

軒天

種類
仕様

ニチハ標準施工上の野縁および軒天材施工要領　抜粋　（木下地）防耐火

認定番号
野縁施工 軒天の留め付け

軒裏
勾配

軒元
納まり

軒天１２軒天１２

１２㎜（無孔板） QF030RS-0154
野縁組：平行組　＠500㎜以下

　　　　　 梯子組（格子組）＠出500㎜以下・幅455㎜以下

　　　　　 ※左右接合部は2本組

吊り木：軒出＞500㎜時必要

野縁寸法：30×40㎜以上

釘：φ2.3㎜×38㎜　専用リング釘

平行組：225㎜以下（幅910㎜に５本留め）

梯子組：軒出・幅方向とも225㎜以下

水平
・

勾配

軒勝ち

壁勝ち

１２㎜

（全面有孔板）
認定なし

１２㎜

（防火有孔板）
QF030RS-0155

野縁組：平行組　不可

　　　　   梯子組（格子組）＠出500㎜以下・幅455㎜以下

　　　　　 ※左右接合部は2本組

吊り木：軒出＞500㎜時必要

野縁寸法：30×40㎜以上

釘：φ2.3㎜×38㎜　専用リング釘

梯子組：軒出・幅方向とも225㎜以下

※軒天換気金物・軒天通気見切縁の

　 留め付けは別途必要

１２㎜（無孔板）
＋

軒天換気金物

（KBM1J2）

QF030RS-0157

１２㎜（無孔板）

※エンボス調
＋

軒天通気見切縁
（KBM2N□□）

QF030RS-0156

軒勝ち

釘：φ2.3㎜×38㎜　専用リング釘

梯子組：軒出・幅方向とも150㎜以下

　６－５　施工要領一覧

６　軒天

　６－４　軒天１２　商品の種類と対応する防耐火認定

継手加工：合いじゃくり

開孔率：5.47％

③　全面有孔板

　１）製品
　　　・基材：両面アクリル系樹脂塗装／パルプ繊維混入セメント板　　　　

　　　・不燃材料／認定番号：－

　　　・製品タイプ：全面有孔板

製品名 品番 サイズ 備考

木目調

スチップル調

ストライプ調

エンボス調

フラット調

継手加工：合いじゃくり

開孔率：5.46％

ＹＬＡ１３□ １２×９１０×１，８２０㎜
継手加工：合いじゃくり

開孔率：4.55％

ＹＬＡ１１□ １２×９１０×１，８２０㎜
継手加工：合いじゃくり

開孔率：5.46％

ＹＬＡ６００Ｊ １２×９１０×１，８２０㎜
継手加工：合いじゃくり

開孔率：5.46％

　２）防耐火認定
　　　・防耐火認定には対応しておりません。

１２㎜（無孔板）

※エンボス調除く
＋

軒天通気見切縁
（KBM2N□□）

QF030RS-0156-2

軒出

1000㎜
以下

－

1000㎜
以下

2000㎜
以下
（※）

（※）製品寸法が1820㎜の場合、上限値は1820㎜となります。
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　６－６　納まり詳細図

６　軒天

　

野縁

軒天材

軒天材

野縁

野縁梯子組

500以下

野縁平行組
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破風

軒天材

野縁

（左右接合部は２本）

野縁

500以下

野縁破風

野縁

軒の出＠500以下に吊り木

1000以下
500以下

軒天材

留付釘

1000以下
500以下

野縁

2
0
～

3
5

2
0
～

3
5

2
0
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3
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2
0
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留付釘

軒天材

野縁

軒天材

野縁

破風

破風

釘打ち：軒の出方向＠225以下
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5

釘打ち：軒の出方向＠225以下

野縁

（左右接合部は２本）

留付釘

留付釘

　●下地組み

　　 野縁平行組：軒の出方向は５００㎜以下の間隔で野縁（幅：３０×高さ：４０㎜以上）を組みます。

　 野縁梯子組：軒の出方向は５００㎜以下、幅方向は４５５㎜以下の間隔で野縁（幅：３０×高さ：４０㎜程度）

　 　　　　　　     を組みます。

　　 軒天材の左右接合部は野縁２本組とします。

　 軒の出が５００㎜を超える場合、軒の出＠５００㎜以下に吊り木（吊り木＠１０００㎜以下）で吊ります。

　●下地の不陸は３㎜以下に調整します。

※ボルト頭や下地組みの不陸・ねじれなどは仕上がりに影響するばかりでなく、無理な施工から軒天材の

　　 破損をまねくおそれがあります。

　●軒天材の切断はオールダイヤモンドチップソーを使用します。

　●軒天材の留め付けは専用釘（ステンレスリング釘φ２．３㎜×３８㎜）を用い、

　　 野縁平行組：軒の幅方向は２２５㎜以下の間隔（９１０幅に５本留め）で留め付けます。

　　 軒の出方向は野縁ごとに留め付けます。

　　 野縁梯子組：軒の幅方向・出方向ともに２２５㎜以下の間隔で留め付けます。

　●軒天材端部の釘打ち位置は端あき２０～３５㎜とします。

　●無塗装品（シーラー品）は施工後２ヶ月以内に塗装を行い、塗料は弊社が推奨する塗料メーカーの仕様に

　　 従って塗装してください。

軒の出が５００㎜以下の場合 軒の出が５００～１０００㎜以下の場合

釘
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：
軒

の
幅

方
向

＠
2
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5
以

下

釘
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ち
：
軒

の
幅
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向

＠
2
2
5
以

下

１）軒天１２標準施工法　ＱＦ０３０ＲＳ－０１５４
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　６－６　納まり詳細図

６　軒天

　

野縁
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野縁破風

野縁

軒の出＠500以下に吊り木
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釘打ち：軒の出方向＠225以下

野縁

（左右接合部は２本）

留付釘

留付釘

　●下地組み

　　 野縁平行組：軒の出方向は５００㎜以下の間隔で野縁（幅：３０×高さ：４０㎜以上）を組みます。

　 野縁梯子組：軒の出方向は５００㎜以下、幅方向は４５５㎜以下の間隔で野縁（幅：３０×高さ：４０㎜程度）

　 　　　　　　     を組みます。

　　 軒天材の左右接合部は野縁２本組とします。

　 軒の出が５００㎜を超える場合、軒の出＠５００㎜以下に吊り木（吊り木＠１０００㎜以下）で吊ります。

　●下地の不陸は３㎜以下に調整します。

※ボルト頭や下地組みの不陸・ねじれなどは仕上がりに影響するばかりでなく、無理な施工から軒天材の

　　 破損をまねくおそれがあります。

　●軒天材の切断はオールダイヤモンドチップソーを使用します。

　●軒天材の留め付けは専用釘（ステンレスリング釘φ２．３㎜×３８㎜）を用い、

　　 野縁平行組：軒の幅方向は２２５㎜以下の間隔（９１０幅に５本留め）で留め付けます。

　　 軒の出方向は野縁ごとに留め付けます。

　　 野縁梯子組：軒の幅方向・出方向ともに２２５㎜以下の間隔で留め付けます。

　●軒天材端部の釘打ち位置は端あき２０～３５㎜とします。

　●無塗装品（シーラー品）は施工後２ヶ月以内に塗装を行い、塗料は弊社が推奨する塗料メーカーの仕様に

　　 従って塗装してください。

軒の出が５００㎜以下の場合 軒の出が５００～１０００㎜以下の場合
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１）軒天１２標準施工法　ＱＦ０３０ＲＳ－０１５４

　６－６　納まり詳細図

６　軒天

　

　●下地組み

　　 野縁梯子組：軒の出方向は５００㎜以下、幅方向は４５５㎜以下の間隔で野縁（幅：３０×高さ：４０㎜以上）

　　　　　　　　      を組みます。

　　 軒天材の左右接合部は野縁２本組みとします。

　　 軒の出が５００㎜を超える場合、軒の出＠５００㎜以下に吊り木（吊り木＠１０００㎜以下）で吊ります。

　●下地の不陸は３㎜以下に調整します。

　※ボルト頭や下地組みの不陸・ねじれなどは仕上がりに影響するばかりでなく、無理な施工から軒天材の

　　 破損をまねくおそれがあります。

　●軒天材の切断はオールダイヤモンドチップソーを使用します。

　●孔の位置が野縁にかからないようにします。

　●孔の位置が軒元側の板端部より１００㎜以上となるように切断します。

　●長手方向への切断は行わないでください。（切断が必要な位置には無孔板を使用します。）

　●軒天材の留め付けは専用釘（ステンレスリング釘φ２．３㎜×３８㎜）を用い、

　 野縁梯子組：軒の幅方向・出方向ともに１５０㎜以下の間隔で留め付けます。

　●軒天材端部の釘打ち位置は端あき２０～３５㎜とします。

　●無塗装品（シーラー品）は施工後２ヶ月以内に塗装を行い、塗料は弊社が推奨する塗料メーカーの仕様に

　　 従って塗装してください。

軒の出が５００㎜以下の場合 軒の出が５００～１０００㎜以下の場合

軒天材
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（左右接合部は２本）

野縁

425～500

野縁破風

野縁

軒の出＠500以下に吊り木

1000以下※
500以下

軒天材

野縁
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釘打ち：軒の出方向＠150以下

野縁

（左右接合部は２本）

※軒の出が６００㎜を超える場合は、製品上１枚で１ヶ所取りとなります。

　 ただし、軒の出方向の野縁が孔位置にかからないようにしたり、更に

　 野縁を増やすなど措置が必要となります。

　 （その場合でも製品上最大で９７０㎜程度となります。）

　 軒の出が６００㎜を超える場合は、防火通気部材の使用をお勧めします。

100以上
孔位置：軒元側板端部より

軒天材

100以上
孔位置：軒元側板端部より

２）軒天１２防火有孔板　標準施工方法　ＱＦ０３０ＲＳ－０１５５　

（防火認定上の規定）
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■軒天１２（防火有孔板）の切断について

　●図のように孔の位置が軒元側の板端部より１００㎜以上となるように切断します。

　●長手方向への切断は行わないでください。（切断が必要な位置には無孔板を使用します。）

有孔部幅方向１ヶ所の有効開口面積

→３.１４×０.００３×０．００３×１５×１０×２＝０.００８４７８ ㎡

標準切断位置軒の出の寸法
(425～600) 軒

元
側

(製品寸法)

(製
品

寸
法

)

10列

1
5
行

1
5
行

軒
元

側

軒
元

側

　　防火軒天スチップル調有孔板の有効開口面積
　　

　　　有孔部は幅方向１ヶ所につき、φ６㎜の通気孔１０列×１５行×２ の並びで設けています。

軒の出の寸法
(425～600)

軒の出の寸法
(425～600)

　６－６　納まり詳細図
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■軒天１２（防火有孔板）の切断について

　●図のように孔の位置が軒元側の板端部より１００㎜以上となるように切断します。

　●長手方向への切断は行わないでください。（切断が必要な位置には無孔板を使用します。）

有孔部幅方向１ヶ所の有効開口面積

→３.１４×０.００３×０．００３×１５×１０×２＝０.００８４７８ ㎡

標準切断位置軒の出の寸法
(425～600) 軒

元
側

(製品寸法)

(製
品

寸
法

)

10列

1
5
行

1
5
行

軒
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側
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元

側

　　防火軒天スチップル調有孔板の有効開口面積
　　

　　　有孔部は幅方向１ヶ所につき、φ６㎜の通気孔１０列×１５行×２ の並びで設けています。

軒の出の寸法
(425～600)

軒の出の寸法
(425～600)

　６－６　納まり詳細図

６　軒天
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軒の出＠500以下に吊り木

軒の出：1000以下

野縁間隔：500以下
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野縁

（左右接合部は２本）

軒の出：500以下

釘打ち：軒の出方向

　　　　　金物を除き＠225以下

軒天換気金物

軒天材

軒天換気金物

　　３０分準耐火構造適合品／品番：ＫＢＭ１Ｊ２　認定番号　軒裏：ＱＦ０３０ＲＳ－０１５７

　　※ＫＢＭ１は非防耐火仕様品です。３０分準耐火構造ではＫＢＭ１Ｊ２をご使用ください。

　※軒天１２以外の軒天材には認定が使用できません。

　　※軒天換気金物本体に塗装を施した場合は認定が適用できません。

　●下地組みは、

　　 野縁梯子組：軒の出方向は５００㎜以下、幅方向は４５５㎜以下の間隔で野縁（幅：３０×高さ：４０㎜以上）

　　　　　　　　　　  を組みます。

　　 軒天材の左右接合部は野縁２本組みとします。

　　 軒の出が５００㎜を超える場合、軒の出＠５００㎜以下に吊り木（吊り木＠１０００㎜以下）で吊ります。

　●下地の不陸は３㎜以下に調整します。

　※ボルト頭や下地組みの不陸・ねじれなどは仕上がりに影響するばかりでなく、無理な施工から軒天材の

　　 破損をまねくおそれがあります。

　●軒天材の切断はオールダイヤモンドチップソーを使用します。

　●軒天材の留め付けは専用釘（ステンレスリング釘φ２．３㎜×３８㎜）を用い、

　　 野縁梯子組：軒天換気金物部を除き、軒の幅方向・出方向ともに２２５㎜以下の間隔で留め付けます。

　●軒天材端部の釘打ち位置は端あき２０～３５㎜とします。

　●軒天換気金物の取り付けには同梱の専用ビスを使用します。

　●軒天換気金物が納まる部分は軒天材の下実を落とします。

　●軒天換気金物を２本以上並べて取り付ける場合はエンドキャップを取り外します。

　●軒天材の吹き付け塗装を行う場合、養生シートにビスが通る程度の切り込みを入れ、専用ビスで本体を

　　 野縁に取り付けます。取り付け後、養生シートの切り込みをテープでふさぎ、吹き付け塗装後、養生シート

を剥がします。

　※塩害のおそれのある場所（海岸から５㎞以内）では、錆が発生する場合があります。

軒の出が５００㎜以下の場合 軒の出が５００～１０００㎜以下の場合

留付釘

　６－６　納まり詳細図

３）軒天１２（軒天換気金物ＫＢＭ１Ｊ２）標準施工法　ＱＦ０３０ＲＳ－０１５７

　※片流れ屋根の水上側など、逆勾配の軒天への使用はしないでください。
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　■納まり図

並べて取り付ける場合は

エンドキャップを外す。

取付専用ビス

（非防耐火品は２つ孔となっています。

 野縁がある所に電動ドリルなどで先孔をあけ、取り付けてください。）

軒天換気金物

軒天材：

軒天換気金物が納まる部分は、

軒天材の下実を落とす。

野縁：

軒の幅方向・出方向とも、梯子組みとし、

軒天材の左右接合部は２本組み。

50以上

50以上

軒天換気金物は軒先側・軒の中間・壁側に

設置できます。ただし、軒天材の最小幅は

５０㎜以上とし、かつ他の壁材などに干渉

しないようにしてください。

軒天材

軒天換気金物

軒天換気金物が納まる部分は、

軒天材の下実を落としてください。

908.5（本体）

有効開口面積：１４８㎠／本　

（エンドキャップ） （エンドキャップ）

軒天材の開口寸法＝44程度

軒天材
軒天換気金物

野縁

野縁

　■設置位置について

軒先側

壁側

　■軒天換気金物寸法および有効開口面積

　６－６　納まり詳細図
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　■納まり図

並べて取り付ける場合は

エンドキャップを外す。

取付専用ビス

（非防耐火品は２つ孔となっています。

 野縁がある所に電動ドリルなどで先孔をあけ、取り付けてください。）

軒天換気金物

軒天材：

軒天換気金物が納まる部分は、

軒天材の下実を落とす。

野縁：

軒の幅方向・出方向とも、梯子組みとし、

軒天材の左右接合部は２本組み。

50以上

50以上

軒天換気金物は軒先側・軒の中間・壁側に

設置できます。ただし、軒天材の最小幅は

５０㎜以上とし、かつ他の壁材などに干渉

しないようにしてください。

軒天材

軒天換気金物

軒天換気金物が納まる部分は、

軒天材の下実を落としてください。

908.5（本体）

有効開口面積：１４８㎠／本　

（エンドキャップ） （エンドキャップ）

軒天材の開口寸法＝44程度

軒天材
軒天換気金物

野縁

野縁

　■設置位置について

軒先側

壁側

　■軒天換気金物寸法および有効開口面積

　６－６　納まり詳細図

６　軒天

　

野縁梯子組

　　３０分準耐火構造適合品／品番：ＫＢＭ２Ｎ□□　認定番号　軒裏：ＱＦ０３０ＲＳ－０１５６

　　※軒天１２以外の軒天材には認定が適用できません。

　　※軒天通気見切縁本体に塗装を施した場合は認定が適用できません。

　●下地組み

　　 野縁梯子組：軒の出方向は５００㎜以下、幅方向は４５５㎜以下の間隔で野縁（幅：３０×高さ：４０㎜以上）

　　                   を組みます。

　　 軒天材の左右接合部は野縁２本組みとします。

　　 軒の出が５００㎜を超える場合、軒の出＠５００㎜以下に吊り木（吊り木＠１０００㎜以下）で吊ります。

　●下地の不陸は３㎜以下に調整します。

　※ボルト頭や下地組みの不陸・ねじれなどは仕上がりに影響するばかりでなく、無理な施工から軒天材の

　　 破損をまねくおそれがあります。

　●軒天材の切断はオールダイヤモンドチップソーを使用します。

　●軒天材の留め付けは専用釘（ステンレスリング釘φ２．３㎜×３８㎜）を用い、

　　 野縁梯子組：軒の幅方向・出方向ともに２２５㎜以下の間隔で留め付けます。

　●軒天材端部の釘打ち位置は端あき２０～３５㎜とします。

　●取り付けには専用タッピングネジ（別売：φ３．８×２８．５㎜）を使用します。ＫＢＭ２Ｎ取り付け後、

　　 軒天材を取り付けます。

　●ＫＢＭ２Ｎ本体が長い場合は所定寸法に切断します。切断部は同色の補修液（別売）を塗布します。

　●出隅カバーは、ＫＢＭ２Ｎ本体の片側にカバーを差し込むように嵌合させ、ＫＢＭ２Ｎ本体を野縁に

　　 ビス留めし、もう片方のＫＢＭ２Ｎ本体をカバーに差し込むように嵌合させ、野縁にビス留めします。

　※塩害のおそれのある場所（海岸から５㎞以内）では、錆が発生する場合があります。

　※片流れ屋根の水上側など、逆勾配の軒天への使用はしないでください。

　※ＢＭ２Ｓ（塩害地仕様）は使用できません。

軒の出が５００㎜以下の場合 軒の出が５００～１０００㎜以下の場合
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（左右接合部は２本）

軒天通気見切縁

釘打ち：軒の出方向＠225以下

留付釘

軒天材

軒天通気見切縁

軒の出：500以下

　６－６　納まり詳細図

４）軒天１２（軒天通気見切縁ＫＢＭ２Ｎ）標準施工法　ＱＦ０３０ＲＳ－０１５６
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野縁梯子組

　　３０分準耐火構造適合品／品番：ＫＢＭ２Ｎ□□　認定番号　軒裏：ＱＦ０３０ＲＳ－０１５６－２

　　※軒天１２以外の軒天材には認定が適用できません。

　　※軒天通気見切縁本体に塗装を施した場合は認定が適用できません。

　 　●下地組み

　 　　 野縁梯子組：軒の出方向は５００㎜以下、幅方向は４５５㎜以下の間隔で野縁（幅：３０×高さ：４０㎜以上）

　 　　 　　　　　　　   を組みます。

　 　　 軒天材の左右接合部は野縁２本組みとします。

　 　　 軒の出が５００㎜を超える場合、軒の出＠５００㎜以下に吊り木（吊り木＠１０００㎜以下）で吊ります。

　 　●下地の不陸は３㎜以下に調整します。

　 　※ボルト頭や下地組みの不陸・ねじれなどは仕上がりに影響するばかりでなく、無理な施工から軒天材の

　 　　 破損をまねくおそれがあります。

　 　●軒天材の切断はオールダイヤモンドチップソーを使用します。

　 　●軒天材の留め付けは専用釘（ステンレスリング釘φ２．３㎜×３８㎜）を用い、

　 　　 野縁梯子組：軒の幅方向・出方向ともに２２５㎜以下の間隔で留め付けます。

　 　●軒天材端部の釘打ち位置は端あき２０～３５㎜とします。

　 　●取り付けには専用タッピングネジ（別売：φ３．８×２８．５㎜）を使用します。ＫＢＭ２Ｎ取り付け後、

　　　　軒天材を取り付けます。

　 　●ＫＢＭ２Ｎ本体が長い場合は所定寸法に切断します。切断部は同色の補修液（別売）を塗布します。

　 　●出隅カバーは、ＫＢＭ２Ｎ本体の片側にカバーを差し込むように嵌合させ、ＫＢＭ２Ｎ本体を野縁に

　 　　 ビス留めし、もう片方のＫＢＭ２Ｎ本体をカバーに差し込むように嵌合させ、野縁にビス留めします。

　 　※ＫＢＭ２Ｎは、塩害のおそれのある場所（海岸から５㎞以内）では、錆が発生する場合がありますので、

　　　　ＢＭ２Ｓ（塩害地仕様）をご使用ください。

　 　※片流れ屋根の水上側など、逆勾配の軒天への使用はしないでください。

軒の出が５００㎜以下の場合 軒の出が５００～２０００㎜以下の場合

軒天材
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（左右接合部は２本）

野縁
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4
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5

野縁破風

釘打ち：軒の出方向＠225以下

軒天通気見切縁

軒の出：500以下

（防火認定上の規定）

　６－６　納まり詳細図

　 ５）軒天１２(エンボス調除く、軒天通気見切縁ＫＢＭ２Ｎ）標準施工法　ＱＦ０３０ＲＳ－０１５６－２
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（左右接合部は２本）

釘打ち：軒の出方向＠225以下
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（注）製品寸法が１８２０㎜の場合、上限値は１８２０㎜となります。

野縁

軒の出＠500以下に吊り木
軒天材

鼻隠し下地

軒の出：2000以下（注）

野縁間隔：500以下
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６　軒天

　

　■本体の取り付け
　　　　ＫＢＭ２Ｎは野縁毎に専用タッピングネジ（別売：ＫＢＭ２ＢＳ）

で取り付けます。

ＫＢＭ２Ｎ取り付け後、軒天材を取り付けます。

　■納まり図

野縁

ニチハシーリング

ジョイント部

下記「ジョイントの取り付け」参照

専用タッピングネジ（別売）

ジョイント

ＫＢＭ２Ｎ本体

雨水　炎

風道

〈軒天井：水平〉

〈軒天井：勾配〉

軒の出５００㎜を超える場合：

野縁および吊り木必要

軒先側取り付けの場合

胴縁

胴縁

野縁：

軒の幅方向・出方向とも、梯子組みとし、

軒天材の左右接合部は２本組み

軒の出５００㎜を超える場合：

野縁および吊り木必要

軒先側取り付けの場合

野縁

ジョイント

ＫＢＭ２Ｎ本体

専用タッピングネジ（別売）

本体は突き付け

ジョイント

両面接着テープで固定する

２ヶ所嵌合させること

ＫＢＭ２Ｎ本体

ジョイント

両面接着テープのセパレーターを

剥がしておく

両面接着テープ固定

　■ジョイントの取り付け
　　 　 ＫＢＭ２Ｎ本体を突き付けて、ジョイントは中央の方から取り付け、ＫＢＭ２Ｎ本体と嵌合させます。

　　   ジョイントの取り付け後、本体端部を野縁にビス留めします。

　■断面寸法および有効開口面積

換気孔：4.5㎜×16.5㎜　＠6.5㎜

有効開口面積：100㎠ /m

ＫＢＭ２Ｎ本体

ＫＢＭ２Ｎ本体

　６－６　納まり詳細図

片ハットジョイナー

６　軒天

　

野縁梯子組

　　３０分準耐火構造適合品／品番：ＫＢＭ２Ｎ□□　認定番号　軒裏：ＱＦ０３０ＲＳ－０１５６－２

　　※軒天１２以外の軒天材には認定が適用できません。

　　※軒天通気見切縁本体に塗装を施した場合は認定が適用できません。

　 　●下地組み

　 　　 野縁梯子組：軒の出方向は５００㎜以下、幅方向は４５５㎜以下の間隔で野縁（幅：３０×高さ：４０㎜以上）

　 　　 　　　　　　　   を組みます。

　 　　 軒天材の左右接合部は野縁２本組みとします。

　 　　 軒の出が５００㎜を超える場合、軒の出＠５００㎜以下に吊り木（吊り木＠１０００㎜以下）で吊ります。

　 　●下地の不陸は３㎜以下に調整します。

　 　※ボルト頭や下地組みの不陸・ねじれなどは仕上がりに影響するばかりでなく、無理な施工から軒天材の

　 　　 破損をまねくおそれがあります。

　 　●軒天材の切断はオールダイヤモンドチップソーを使用します。

　 　●軒天材の留め付けは専用釘（ステンレスリング釘φ２．３㎜×３８㎜）を用い、

　 　　 野縁梯子組：軒の幅方向・出方向ともに２２５㎜以下の間隔で留め付けます。

　 　●軒天材端部の釘打ち位置は端あき２０～３５㎜とします。

　 　●取り付けには専用タッピングネジ（別売：φ３．８×２８．５㎜）を使用します。ＫＢＭ２Ｎ取り付け後、

　　　　軒天材を取り付けます。

　 　●ＫＢＭ２Ｎ本体が長い場合は所定寸法に切断します。切断部は同色の補修液（別売）を塗布します。

　 　●出隅カバーは、ＫＢＭ２Ｎ本体の片側にカバーを差し込むように嵌合させ、ＫＢＭ２Ｎ本体を野縁に

　 　　 ビス留めし、もう片方のＫＢＭ２Ｎ本体をカバーに差し込むように嵌合させ、野縁にビス留めします。

　 　※ＫＢＭ２Ｎは、塩害のおそれのある場所（海岸から５㎞以内）では、錆が発生する場合がありますので、

　　　　ＢＭ２Ｓ（塩害地仕様）をご使用ください。

　 　※片流れ屋根の水上側など、逆勾配の軒天への使用はしないでください。

軒の出が５００㎜以下の場合 軒の出が５００～２０００㎜以下の場合

軒天材
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（左右接合部は２本）

野縁
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野縁破風

釘打ち：軒の出方向＠225以下

軒天通気見切縁

軒の出：500以下

（防火認定上の規定）

　６－６　納まり詳細図

　 ５）軒天１２(エンボス調除く、軒天通気見切縁ＫＢＭ２Ｎ）標準施工法　ＱＦ０３０ＲＳ－０１５６－２
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留付釘

軒天材

軒天通気見切縁釘
打

ち
：
軒

の
幅

方
向

＠
2
2
5
以

下

（注）製品寸法が１８２０㎜の場合、上限値は１８２０㎜となります。

野縁

軒の出＠500以下に吊り木
軒天材

鼻隠し下地

軒の出：2000以下（注）

野縁間隔：500以下
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■各部の納まり

ＫＢＭ２Ｎ本体、役物の端部に鋭利な部分がありますので手袋をして扱ってください。

けがの原因となることがあります。

<水平軒天> <勾配軒天>

<水平軒天>

<勾配軒天>

ＫＢＭ２Ｎ

本体
入隅カバー

コウモリ防止材 ＫＢＭ２Ｎ本体

勾配入隅カバー

※４・５・６寸標準

コウモリ防止材

コウモリ防止材

ＫＢＭ２Ｎ本体

頂部カバー

※４・５・６寸標準

コウモリ防止材

角部カバー

※４・５・６寸標準ＫＢＭ２Ｎ本体

ＫＢＭ２Ｎ本体

出隅カバー

軒天受け

コウモリ防止材

ＫＢＭ２Ｎ本体

コウモリ防止材

勾配出隅カバー

※４・５・６寸標準

軒天受け

ＫＢＭ２Ｎ本体端部にエンドカバーを差し込んだ後、

ＫＢＭ２Ｎ本体を取り付ける
※側面の水抜き孔は

　 ふさがないでください。

※エンドカバーは左勝手、

　 右勝手があります。

　 本図はエンドカバー左を

　 示しています。
エンドカバー

水抜き孔

出隅カバー・勾配出隅カバー部分への

軒天材の施工はＫＢＭ２Ｎ本体と軒天

受けの間に軒天材を差し込んでください。

軒天受け

出隅カバー

軒天材

軒裏・天井裏へのコウモリなどの侵入を防ぐため、ＫＢＭ２Ｎ本体にコウモリ防止材を取り付けます。

取付箇所：コーナー役物（出隅カバー・勾配出隅カバー・入隅カバー・勾配入隅カバー・頂部カバー・角部カバー）に納まるＫＢＭ２Ｎ本体

取付方法：

①コウモリ防止材をＫＢＭ２Ｎ本体端部に両面テープで貼り付けます。

②ＫＢＭ２Ｎ本体の片側にカバーを差し込むように嵌合させ、ＫＢＭ２Ｎ本体を野縁にビス留めします。

③もう片方のＫＢＭ２Ｎ本体をカバーに差し込むように嵌合させ、野縁にビス留めします。

●入隅コーナー

●出隅コーナー

●切妻頂部 ●母屋下がり部

●見切り端部

ＫＢＭ２Ｎ本体

入隅カバー
ＫＢＭ２Ｎ本体出隅カバー

柱芯
胴縁

切妻頂部

●ＫＢＭ２Ｎ本体の出隅側は柱芯にあわせるなど、

　野縁のスパンと調整しながら差し込んでください。

●ＫＢＭ２Ｎ本体の入隅側は壁から隙間が

　９０㎜できるよう差し込んでください。

●ＫＢＭ２Ｎ本体は頂部から隙間が１０㎜

　できるよう納めてください。

■コウモリ防止材・コーナー役物の取り付け

コウモリ防止材

（裏側に両面テープ付）

ＫＢＭ２Ｎ本体端部に貼り付け

ＫＢＭ２Ｎ本体

本体との取り合い コウモリ防止材

コウモリ防止材

軒天受け
出隅カバー

STOP！

ＫＢＭ２Ｎ本体

ＫＢＭ２Ｎ本体

警　　告　
　

　６－６　納まり詳細図
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　６－７　軒天１４　商品と防耐火認定一覧

６　軒天　

　６－８　施工要領一覧

■対応商品：軒天１４　木目調　エンボス調　フラット　
①無孔板

　１）製品
　　　・基材：両面アクリル系樹脂塗装／パルプ繊維混入セメント板　　　　　　

　　　・不燃材料／認定番号：ＮＭ－３０１１（有孔板を除く）

　　　・製品タイプ／無孔板

エンボス調

フラット

ＹＬ２２□

ＹＬ２３０

木目調 ＹＬ２５□ １４×９１０×１，８２０㎜

製品名 品番 サイズ 備考

継手加工：合いじゃくり

継手加工：合いじゃくり

継手加工：合いじゃくり

１４×９１０×１，８２０㎜

１４×９１０×１，８２０㎜

無孔板＋軒天通気見切縁（ＫＣＭ２Ｎ□□Ｊ２）

ＱＦ０４５ＲＳ－９１２２ 無孔板

防耐火認定番号 仕様 備考

-

ＫＣＭ２Ｎ□□Ｊ２

：有効換気面積１００㎠/m
ＱＦ０４５ＲＳ－００５３

　２）　防耐火認定
　

各認定には、軒天材の塗布量について規定がある場合があります。現場塗装の際は、認定書をご確認ください。

②全面有孔板

　１）製品
　　　・基材：両面アクリル系樹脂塗装／パルプ繊維混入セメント板　　　　

　　　・不燃材料／認定番号：－

　　　・製品タイプ：全面有孔板

フラット ＹＬＡ２００

製品名 品番 サイズ 備考

継手加工：合いじゃくり

開孔率：5.28％
１４×９１０×１，８２０㎜

軒天１４

１４㎜（無孔板） QF045RS-9122
野縁組：平行組＠500㎜以下

　　　　　 梯子組＠幅455㎜以下※左右接合部は２本組

吊り木：軒出＞500㎜時必要

野縁寸法：軒出500㎜以下：30×40㎜以上

　　　　　 　 軒出500㎜超：35×40㎜以上

釘：φ2.5㎜×43㎜　専用リング釘

平行組：225㎜以下（幅910㎜に５本留め）

梯子組：軒出・幅方向とも225㎜以下
水平

・

勾配

軒勝ち

壁勝ち１４㎜

（全面有孔板）
認定なし

１４㎜（無孔板）
＋

軒天通気見切縁
（KCM2N□□J2）

QF045RS-0053

野縁組：平行組　不可

　　　　   梯子組＠幅455㎜以下※左右接合部は２本組

吊り木：軒出＞500㎜時必要

野縁寸法：30×40㎜以上

釘：φ2.5㎜×43㎜　専用リング釘

梯子組：軒出方向＠200㎜以下

　　　　   軒幅方向225㎜以下

　　　　　（幅910㎜に５本留め）

※軒天通気見切縁の留め付けは別途必要

軒勝ち

軒天

種類
仕様

ニチハ標準施工上の野縁および軒天材施工要領　抜粋　（木下地）防耐火

認定番号
野縁施工 軒天の留め付け

軒裏
勾配

軒元
納まり

1000㎜
以下

軒出

－

1000㎜
以下

６　軒天

　

■各部の納まり

ＫＢＭ２Ｎ本体、役物の端部に鋭利な部分がありますので手袋をして扱ってください。

けがの原因となることがあります。

<水平軒天> <勾配軒天>

<水平軒天>

<勾配軒天>

ＫＢＭ２Ｎ

本体
入隅カバー

コウモリ防止材 ＫＢＭ２Ｎ本体

勾配入隅カバー

※４・５・６寸標準

コウモリ防止材

コウモリ防止材

ＫＢＭ２Ｎ本体

頂部カバー

※４・５・６寸標準

コウモリ防止材

角部カバー

※４・５・６寸標準ＫＢＭ２Ｎ本体

ＫＢＭ２Ｎ本体

出隅カバー

軒天受け

コウモリ防止材

ＫＢＭ２Ｎ本体

コウモリ防止材

勾配出隅カバー

※４・５・６寸標準

軒天受け

ＫＢＭ２Ｎ本体端部にエンドカバーを差し込んだ後、

ＫＢＭ２Ｎ本体を取り付ける
※側面の水抜き孔は

　 ふさがないでください。

※エンドカバーは左勝手、

　 右勝手があります。

　 本図はエンドカバー左を

　 示しています。
エンドカバー

水抜き孔

出隅カバー・勾配出隅カバー部分への

軒天材の施工はＫＢＭ２Ｎ本体と軒天

受けの間に軒天材を差し込んでください。

軒天受け

出隅カバー

軒天材

軒裏・天井裏へのコウモリなどの侵入を防ぐため、ＫＢＭ２Ｎ本体にコウモリ防止材を取り付けます。

取付箇所：コーナー役物（出隅カバー・勾配出隅カバー・入隅カバー・勾配入隅カバー・頂部カバー・角部カバー）に納まるＫＢＭ２Ｎ本体

取付方法：

①コウモリ防止材をＫＢＭ２Ｎ本体端部に両面テープで貼り付けます。

②ＫＢＭ２Ｎ本体の片側にカバーを差し込むように嵌合させ、ＫＢＭ２Ｎ本体を野縁にビス留めします。

③もう片方のＫＢＭ２Ｎ本体をカバーに差し込むように嵌合させ、野縁にビス留めします。

●入隅コーナー

●出隅コーナー

●切妻頂部 ●母屋下がり部

●見切り端部

ＫＢＭ２Ｎ本体

入隅カバー
ＫＢＭ２Ｎ本体出隅カバー

柱芯
胴縁

切妻頂部

●ＫＢＭ２Ｎ本体の出隅側は柱芯にあわせるなど、

　野縁のスパンと調整しながら差し込んでください。

●ＫＢＭ２Ｎ本体の入隅側は壁から隙間が

　９０㎜できるよう差し込んでください。

●ＫＢＭ２Ｎ本体は頂部から隙間が１０㎜

　できるよう納めてください。

■コウモリ防止材・コーナー役物の取り付け

コウモリ防止材

（裏側に両面テープ付）

ＫＢＭ２Ｎ本体端部に貼り付け

ＫＢＭ２Ｎ本体

本体との取り合い コウモリ防止材

コウモリ防止材

軒天受け
出隅カバー

STOP！

ＫＢＭ２Ｎ本体

ＫＢＭ２Ｎ本体

警　　告　
　

　６－６　納まり詳細図
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　６－９　納まり詳細図

１）軒天１４　標準施工法　QF０４５RS－９１２２
　●下地組み
　　 野縁平行組：軒の出方向は５００㎜以下の間隔で野縁
　　　　　　　        （軒の出５００㎜以下：幅３０×高さ４０㎜以上　軒の出５００㎜超：幅３５×高さ４０㎜以上）を
　　　　　　　        組みます。
　　 野縁梯子組：軒の出方向は軒元・軒先に、幅方向は４５５㎜以下の間隔で野縁
　　　　　　　        （軒の出５００㎜以下：幅３０×高さ４０㎜以上　軒の出５００㎜超：幅３５×高さ４０㎜以上）を
　　　　　　　        組みます。
　　 左右接合部は野縁２本組みとします。
　　 軒の出が５００㎜を超える場合は、軒の出＠５００㎜以下に吊り木（吊り木＠１０００㎜以下）で吊ります。
　●下地の不陸は３㎜以下に調整します。
　※ボルト頭や下地組みの不陸・ねじれなどは仕上がりに影響するばかりでなく、無理な施工から軒天材の
　　 破損をまねくおそれがあります。
　●軒天材の切断はオールダイヤモンドチップソーを使用します。
　●軒天材の留め付けは専用釘（ステンレスリング釘φ２．５㎜×４３㎜）を用い、
　　 野縁平行組：軒の幅方向は２２５㎜以下の間隔（９１０幅に５本留め）で留め付けます。
　　　　　　　　      軒の出方向は野縁ごとに留め付けます。
　　 野縁梯子組：軒の幅方向・出方向ともに２２５㎜以下の間隔で留め付けます。
　●軒天材端部の釘打ち位置は端あき２０～３５㎜とします。
　●無塗装品（シーラー品）は施工後２ヶ月以内に塗装を行い、塗料は弊社が推奨する塗料メーカーの仕様に
　　 従って塗装してください。
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　６－９　納まり詳細図

１）軒天１４　標準施工法　QF０４５RS－９１２２
　●下地組み
　　 野縁平行組：軒の出方向は５００㎜以下の間隔で野縁
　　　　　　　        （軒の出５００㎜以下：幅３０×高さ４０㎜以上　軒の出５００㎜超：幅３５×高さ４０㎜以上）を
　　　　　　　        組みます。
　　 野縁梯子組：軒の出方向は軒元・軒先に、幅方向は４５５㎜以下の間隔で野縁
　　　　　　　        （軒の出５００㎜以下：幅３０×高さ４０㎜以上　軒の出５００㎜超：幅３５×高さ４０㎜以上）を
　　　　　　　        組みます。
　　 左右接合部は野縁２本組みとします。
　　 軒の出が５００㎜を超える場合は、軒の出＠５００㎜以下に吊り木（吊り木＠１０００㎜以下）で吊ります。
　●下地の不陸は３㎜以下に調整します。
　※ボルト頭や下地組みの不陸・ねじれなどは仕上がりに影響するばかりでなく、無理な施工から軒天材の
　　 破損をまねくおそれがあります。
　●軒天材の切断はオールダイヤモンドチップソーを使用します。
　●軒天材の留め付けは専用釘（ステンレスリング釘φ２．５㎜×４３㎜）を用い、
　　 野縁平行組：軒の幅方向は２２５㎜以下の間隔（９１０幅に５本留め）で留め付けます。
　　　　　　　　      軒の出方向は野縁ごとに留め付けます。
　　 野縁梯子組：軒の幅方向・出方向ともに２２５㎜以下の間隔で留め付けます。
　●軒天材端部の釘打ち位置は端あき２０～３５㎜とします。
　●無塗装品（シーラー品）は施工後２ヶ月以内に塗装を行い、塗料は弊社が推奨する塗料メーカーの仕様に
　　 従って塗装してください。

６　軒天

　

野縁梯子組

　　４５分準耐火構造適合品／品番：ＫＣＭ２Ｎ□□Ｊ２　認定番号　軒裏：ＱＦ０４５ＲＳ－００５３

　　※ＫＣＭ２Ｎ□□は非防耐火仕様品です。４５分準耐火構造にはＫＣＭ２Ｎ□□Ｊ２をご使用ください。

　　※軒天１４以外の軒天材には認定が適用できません。

　　※軒天通気見切縁本体に塗装を施した場合は認定が適用できません。

　　※野縁の平行組は認定が適用できません。

　●下地組み

　　 野縁梯子組：軒の出方向は軒元・軒先に、軒の幅方向は４５５㎜以下の間隔で野縁（幅３０×高さ４０㎜

　　　　　　　　　　  以上）を組みます。

　　 軒天材の左右接合部は野縁２本組みとします。

　　 軒の出が５００㎜を超える場合、軒の出＠５００㎜以下に吊り木（吊り木＠１０００㎜以下）で吊ります。

　●下地の不陸は３㎜以下に調整します。

　※ボルト頭や下地組みの不陸・ねじれなどは仕上がりに影響するばかりでなく、無理な施工から軒天材の

　　 破損をまねくおそれがあります。

　●軒天材の切断はオールダイヤモンドチップソーを使用します。

　●軒天材の留め付けは専用釘（ステンレスリング釘φ２．５㎜×４３㎜）を用い、

　　 野縁梯子組：軒の幅方向は２２５㎜以下、軒の出方向は２００㎜以下の間隔で留め付けます。

　●軒天材端部の釘打ち位置は端あき２０～３５㎜とします。

　●取り付けには専用タッピングネジ（別売）を使用します。ＫＣＭ２Ｎの取り付け後、軒天材を取り付けます。

　●ＫＣＭ２Ｎ本体が長い場合は所定寸法に切断します。切断部は同色の補修液（別売）を塗布してください。

　●出隅カバーは、ＫＣＭ２Ｎ本体の片側にカバーを差し込むように嵌合させ、ＫＣＭ２Ｎ本体を野縁にビス

　　 留めし、もう片方のＫＣＭ２Ｎ本体をカバーに差し込むように嵌合させ、野縁にビス留めします。

　※塩害のおそれのある場所（海岸から５㎞以内）では、錆が発生する場合があります。

　※片流れ屋根の水上側など、逆勾配の軒天への使用はしないでください。

軒の出が５００㎜以下の場合 軒の出が５００～１０００㎜以下の場合
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軒天通気見切縁

釘打ち：軒の出方向＠200以下

留付釘

軒天材

軒天通気見切縁

軒の出：500以下

　６－９　納まり詳細図

２）軒天１４（軒天通気見切縁ＫＣＭ２Ｎ□□Ｊ２）標準施工法　ＱＦ０４５ＲＳ－００５３
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６　軒天

　■本体の取り付け
　　　ＫＣＭ２Ｎは野縁に専用タッピングネジ（別売：ＫＣＭ２ＢＳ）で

　　　取り付けます。

　　　ＫＣＭ２Ｎ取り付け後、軒天材を取り付けます。

　■納まり図

野縁

ジョイント部

下記「ジョイントの取り付け」参照

専用タッピングネジ（別売）

ジョイント

ＫＣＭ２Ｎ本体

雨水　炎

風道

〈軒天井：水平〉

〈軒天井：勾配〉

軒の出５００㎜を超える場合：

野縁および吊り木必要

胴縁

胴縁

野縁：

軒の幅方向・出方向とも、梯子組みとし、

軒天材の左右接合部は２本組み。

軒の出５００㎜を超える場合：

野縁および吊り木必要

軒先側取り付けの場合

野縁

ジョイント

ＫＣＭ２Ｎ本体

専用タッピングネジ（別売）

本体は突き付け

ＫＣＭ２Ｎ本体

ジョイント

両面接着テープで固定する

２ヶ所嵌合させること

ＫＣＭ２Ｎ本体

ジョイント

両面接着テープのセパレーターを

剥がしておく

ＫＣＭ２Ｎ本体
両面接着テープ固定

　■ジョイントの取り付け
　　　ＫＣＭ２Ｎ本体を突き付けて、ジョイントは中央の方から取り付け、ＫＣＭ２Ｎ本体と嵌合させます。

　　　ジョイントの取り付け後、本体端部を野縁にビス留めします。

　■断面寸法および有効開口面積

換気孔：4.5㎜×16.5㎜　＠6.5㎜

有効開口面積：100㎠ /m

※特殊遮炎発泡材

（ＫＣＭ２Ｎ□□は、特殊遮炎発泡材なし）

軒先側取り付けの場合

　６－９　納まり詳細図

ニチハシーリング

片ハットジョイナー

　

６　軒天

■各部の納まり

ＫＣＭ２Ｎ本体、役物の端部に鋭利な部分がありますので手袋をして扱ってください。

けがの原因となることがあります。

<水平軒天> <勾配軒天>

<水平軒天>

<勾配軒天>

ＫＣＭ２Ｎ

本体
入隅カバー

コウモリ防止材 ＫＣＭ２Ｎ本体
勾配入隅カバー

※４・５・６寸標準

コウモリ防止材

コウモリ防止材

ＫＣＭ２Ｎ

本体 頂部カバー

※４・５・６寸標準

コウモリ防止材

角部カバー

※４・５・６寸標準ＫＣＭ２Ｎ本体

ＫＣＭ２Ｎ本体

出隅カバー

軒天受け

コウモリ防止材

ＫＣＭ２Ｎ本体

コウモリ防止材

勾配出隅カバー

※４・５・６寸標準

軒天受け

ＫＣＭ２Ｎ本体端部にエンドカバーを差し込んだ後、

ＫＣＭ２Ｎ本体を取り付ける。
※側面の水抜き孔は

　 ふさがないでください。

※エンドカバーは左勝手、

　 右勝手があります。

　 本図はエンドカバー左を

　 示しています。
エンドカバー

水抜き孔

出隅カバー・勾配出隅カバー部分への

軒天材の施工はＫＣＭ２Ｎ本体と軒天

受けの間に軒天材を差し込んでください。

軒天受け

出隅カバー

軒天材

軒裏・天井裏へのコウモリなどの侵入を防ぐため、ＫＣＭ２Ｎ本体にコウモリ防止材を取り付けます。

取付箇所：コーナー役物（出隅カバー・勾配出隅カバー・入隅カバー・勾配入隅カバー・頂部カバー・角部カバー）に納まるＫＣＭ２Ｎ本体

取付方法：

手順①　コウモリ防止材をＫＣＭ２Ｎ本体端部に両面テープで貼り付けます。

手順②　ＫＣＭ２Ｎ本体の片側にカバーを差し込むように嵌合させ、ＫＣＭ２Ｎ本体を野縁にビス留めします。

手順③　もう片方のＫＣＭ２Ｎ本体をカバーに差し込むように嵌合させ、野縁にビス留めします。

●入隅コーナー

●出隅コーナー

●切妻頂部 ●母屋下がり部

●見切り端部

ＫＣＭ２Ｎ本体

入隅カバー
ＫＣＭ２Ｎ本体出隅カバー

柱芯
胴縁

切妻頂部

●ＫＣＭ２Ｎ本体の出隅側は柱芯にあわせるなど、

　 野縁のスパンと調整しながら差し込んでください。

●ＫＣＭ２Ｎ本体の入隅側は壁から隙間が

　 ９０㎜できるよう差し込んでください。

●ＫＣＭ２Ｎ本体は頂部から隙間が１０㎜

　できるよう納めてください。

■コウモリ防止材・コーナー役物の取り付け

コウモリ防止材

（裏側に両面テープ付）

ＫＣＭ２Ｎ本体端部に貼り付け

ＫＣＭ２Ｎ本体

本体との取り合い

ＫＣＭ２Ｎ本体

コウモリ防止材

コウモリ防止材

ＫＣＭ２Ｎ本体

軒天受け
出隅カバー

STOP！

警　　告　
　

　６－９　納まり詳細図
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６　軒天

　■本体の取り付け
　　　ＫＣＭ２Ｎは野縁に専用タッピングネジ（別売：ＫＣＭ２ＢＳ）で

　　　取り付けます。

　　　ＫＣＭ２Ｎ取り付け後、軒天材を取り付けます。

　■納まり図

野縁

ジョイント部

下記「ジョイントの取り付け」参照

専用タッピングネジ（別売）

ジョイント

ＫＣＭ２Ｎ本体

雨水　炎

風道

〈軒天井：水平〉

〈軒天井：勾配〉

軒の出５００㎜を超える場合：

野縁および吊り木必要

胴縁

胴縁

野縁：

軒の幅方向・出方向とも、梯子組みとし、

軒天材の左右接合部は２本組み。

軒の出５００㎜を超える場合：

野縁および吊り木必要

軒先側取り付けの場合

野縁

ジョイント

ＫＣＭ２Ｎ本体

専用タッピングネジ（別売）

本体は突き付け

ＫＣＭ２Ｎ本体

ジョイント

両面接着テープで固定する

２ヶ所嵌合させること

ＫＣＭ２Ｎ本体

ジョイント

両面接着テープのセパレーターを

剥がしておく

ＫＣＭ２Ｎ本体
両面接着テープ固定

　■ジョイントの取り付け
　　　ＫＣＭ２Ｎ本体を突き付けて、ジョイントは中央の方から取り付け、ＫＣＭ２Ｎ本体と嵌合させます。

　　　ジョイントの取り付け後、本体端部を野縁にビス留めします。

　■断面寸法および有効開口面積

換気孔：4.5㎜×16.5㎜　＠6.5㎜

有効開口面積：100㎠ /m

※特殊遮炎発泡材

（ＫＣＭ２Ｎ□□は、特殊遮炎発泡材なし）

軒先側取り付けの場合

　６－９　納まり詳細図

ニチハシーリング

片ハットジョイナー

　

６　軒天

■各部の納まり

ＫＣＭ２Ｎ本体、役物の端部に鋭利な部分がありますので手袋をして扱ってください。

けがの原因となることがあります。

<水平軒天> <勾配軒天>

<水平軒天>

<勾配軒天>

ＫＣＭ２Ｎ

本体
入隅カバー

コウモリ防止材 ＫＣＭ２Ｎ本体
勾配入隅カバー

※４・５・６寸標準

コウモリ防止材

コウモリ防止材

ＫＣＭ２Ｎ

本体 頂部カバー

※４・５・６寸標準

コウモリ防止材

角部カバー

※４・５・６寸標準ＫＣＭ２Ｎ本体

ＫＣＭ２Ｎ本体

出隅カバー

軒天受け

コウモリ防止材

ＫＣＭ２Ｎ本体

コウモリ防止材

勾配出隅カバー

※４・５・６寸標準

軒天受け

ＫＣＭ２Ｎ本体端部にエンドカバーを差し込んだ後、

ＫＣＭ２Ｎ本体を取り付ける。
※側面の水抜き孔は

　 ふさがないでください。

※エンドカバーは左勝手、

　 右勝手があります。

　 本図はエンドカバー左を

　 示しています。
エンドカバー

水抜き孔

出隅カバー・勾配出隅カバー部分への

軒天材の施工はＫＣＭ２Ｎ本体と軒天

受けの間に軒天材を差し込んでください。

軒天受け

出隅カバー

軒天材

軒裏・天井裏へのコウモリなどの侵入を防ぐため、ＫＣＭ２Ｎ本体にコウモリ防止材を取り付けます。

取付箇所：コーナー役物（出隅カバー・勾配出隅カバー・入隅カバー・勾配入隅カバー・頂部カバー・角部カバー）に納まるＫＣＭ２Ｎ本体

取付方法：

手順①　コウモリ防止材をＫＣＭ２Ｎ本体端部に両面テープで貼り付けます。

手順②　ＫＣＭ２Ｎ本体の片側にカバーを差し込むように嵌合させ、ＫＣＭ２Ｎ本体を野縁にビス留めします。

手順③　もう片方のＫＣＭ２Ｎ本体をカバーに差し込むように嵌合させ、野縁にビス留めします。

●入隅コーナー

●出隅コーナー

●切妻頂部 ●母屋下がり部

●見切り端部

ＫＣＭ２Ｎ本体

入隅カバー
ＫＣＭ２Ｎ本体出隅カバー

柱芯
胴縁

切妻頂部

●ＫＣＭ２Ｎ本体の出隅側は柱芯にあわせるなど、

　 野縁のスパンと調整しながら差し込んでください。

●ＫＣＭ２Ｎ本体の入隅側は壁から隙間が

　 ９０㎜できるよう差し込んでください。

●ＫＣＭ２Ｎ本体は頂部から隙間が１０㎜

　できるよう納めてください。

■コウモリ防止材・コーナー役物の取り付け

コウモリ防止材

（裏側に両面テープ付）

ＫＣＭ２Ｎ本体端部に貼り付け

ＫＣＭ２Ｎ本体

本体との取り合い

ＫＣＭ２Ｎ本体

コウモリ防止材

コウモリ防止材

ＫＣＭ２Ｎ本体

軒天受け
出隅カバー

STOP！

警　　告　
　

　６－９　納まり詳細図
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　６－１０　軒天１８の商品と防耐火認定一覧

６　軒天　

　６－１１　施工要領一覧

■対応商品：軒天１８　エンボス調
①　無孔板

　１）製品
　　　・基材：両面アクリル系樹脂塗装／パルプ繊維混入セメント板　　　　

　　　・不燃材料／認定番号：ＮＭ－３０１１（有孔板を除く）

　　　・製品タイプ／無孔板

エンボス調 ＹＬ５１１

製品名 品番 サイズ 備考

継手加工：合いじゃくり１８×９１０×１，８２０㎜

ＱＦ０６０ＲＳ－９１２１ 無孔板

防耐火認定番号 仕様 備考

-

　２）　防耐火認定
　

　

軒天１８ １８㎜（無孔板） QF060RS-9121

野縁組：平行組　不可

　　　　　 梯子組＠幅455㎜以下※左右接合部は２本組

吊り木：軒出＞500㎜時必要

野縁寸法：軒出500㎜以下：30×40㎜以上

　　　　　　  軒出500㎜超：35×40㎜以上

釘：φ2.75㎜×50㎜　専用リング釘

梯子組：軒出・幅方向とも225㎜以下

水平
・

勾配

軒勝ち

壁勝ち

軒天

種類
仕様

ニチハ標準施工上の野縁および軒天材施工要領　抜粋　（木下地）防耐火

認定番号
野縁施工 軒天の留め付け

軒裏
勾配

軒元
納まり

1000㎜
以下

軒出

ウッドスタイル ＹＬ６８１ＺＤ 継手加工：合いじゃくり１８×９１０×１，８２０㎜
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６　軒天

　

軒天材

野縁

野縁梯子組

2
0
～

3
5

2
0
～

3
5

2
0
～

3
5

2
0
～

3
5

軒天材

野縁

（左右接合部は２本）

野縁

500以下

野縁破風

野縁

軒の出＠500以下に吊り木

1000以下
500以下で吊り木

軒天材

野縁

軒天材

野縁

破風

釘打ち：軒の出方向＠225以下 2
0
～

3
5

2
0
～

3
5

2
0
～

3
5

2
0
～

3
5

釘打ち：軒の出方向＠225以下

野縁

（左右接合部は２本）

留付釘 留付釘

　●下地組み

　　 野縁梯子組：軒の出方向は軒元・軒先に、幅方向は４５５㎜以下の間隔で野縁

　　　　　　　        （軒の出５００㎜以下：幅３０×高さ４０㎜以上、軒の出５００㎜超：幅３５×高さ４０㎜以上）を

　　　　　　　        組みます。

　　 左右接合部は野縁２本組みとします。

　　 軒の出が５００㎜を超える場合は、軒の出＠５００㎜以下に吊り木（吊り木＠１０００㎜以下）で吊ります。　　

　●下地の不陸は３㎜以下に調整します。

　※ボルト頭や下地組みの不陸・ねじれなどは仕上がりに影響するばかりでなく、無理な施工から軒天材の

　　 破損をまねくおそれがあります。

　●軒天材の切断はオールダイヤモンドチップソーを使用します。

　●軒天材の留め付けは専用釘（ステンレスリング釘φ２．７５㎜×５０㎜）を用い、

　　 野縁梯子組：軒の幅方向・出方向ともに２２５㎜以下の間隔で留め付けます。

　●軒天材端部の釘打ち位置は端あき２０～３５㎜とします。

軒の出が５００㎜以下の場合 軒の出が５００～１０００㎜以下の場合

釘
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の
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　６－１２　納まり詳細図

１）軒天１８　標準施工法　ＱＦ０６０ＲＳ－９１２１　
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　６－１０　軒天１８の商品と防耐火認定一覧

６　軒天　

　６－１１　施工要領一覧

■対応商品：軒天１８　エンボス調
①　無孔板

　１）製品
　　　・基材：両面アクリル系樹脂塗装／パルプ繊維混入セメント板　　　　

　　　・不燃材料／認定番号：ＮＭ－３０１１（有孔板を除く）

　　　・製品タイプ／無孔板

エンボス調 ＹＬ５１１

製品名 品番 サイズ 備考

継手加工：合いじゃくり１８×９１０×１，８２０㎜

ＱＦ０６０ＲＳ－９１２１ 無孔板

防耐火認定番号 仕様 備考

-

　２）　防耐火認定
　

　

軒天１８ １８㎜（無孔板） QF060RS-9121

野縁組：平行組　不可

　　　　　 梯子組＠幅455㎜以下※左右接合部は２本組

吊り木：軒出＞500㎜時必要

野縁寸法：軒出500㎜以下：30×40㎜以上

　　　　　　  軒出500㎜超：35×40㎜以上

釘：φ2.75㎜×50㎜　専用リング釘

梯子組：軒出・幅方向とも225㎜以下

水平
・

勾配

軒勝ち

壁勝ち

軒天

種類
仕様

ニチハ標準施工上の野縁および軒天材施工要領　抜粋　（木下地）防耐火

認定番号
野縁施工 軒天の留め付け

軒裏
勾配

軒元
納まり

1000㎜
以下

軒出

ウッドスタイル ＹＬ６８１ＺＤ 継手加工：合いじゃくり１８×９１０×１，８２０㎜
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６　軒天

　

軒天材

野縁

野縁梯子組

野縁

軒の出＠500以下に吊り木
軒天材

１）軒天５　標準施工法

　●下地組み

　　 野縁梯子組：軒の出方向は軒元・軒先に、軒の幅方向は３０３㎜以下の間隔で野縁（幅３０×高さ４０㎜

　　　　　　　　      以上）を組みます。

　　 軒天材の左右接合部は野縁２本組みとします。

　　 軒の出が５００㎜を超える場合、軒の出＠５００㎜以下に吊り木（吊り木＠１０００㎜以下）で吊ります。

　●下地の不陸がないよう調整施工し、不陸のある場合は修正します。

　※ボルト頭や下地組みの不陸・ねじれなどは仕上がりに影響するばかりでなく、無理な施工から軒天材の

　　 破損をまねくおそれがあります。

　●軒天材の切断はオールダイヤモンドチップソーを使用します。

　●軒天材の留め付けは専用釘（ステンレスリング釘φ１．９㎜×３２㎜）を用い、

　　 野縁梯子組：軒の幅方向は２２５㎜以下の間隔で、軒の出方向は２００㎜以下の間隔で留め付けます。

　●軒天材端部の釘打ち位置は端あき２０～３５㎜とします。

軒の出が５００㎜以下の場合 軒の出が５００～１０００㎜以下の場合
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（左右接合部は２本）

野縁

500以下

野縁破風

1000以下

500以下に吊り木

野縁

軒天材

留付釘

野縁
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釘打ち：軒の出方向＠200以下
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釘
打

ち
：
軒

の
幅

方
向

＠
2
2
5
以

下

　６－１５　納まり詳細図
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　６－１３　軒天５の商品と防耐火認定一覧

６　軒天　

　

■対応商品：軒天５　木目調　エンボス調

①無孔板

　１）製品
　　　・基材：化粧スラグせっこう板　　

　　　・不燃材料／認定番号：ＮＭ－８３１５（有孔板を除く）

　　　・製品タイプ／無孔板

　６－１４　施工要領一覧

エンボス調 ＭＬ６９□Ｖ ５×９１０×１，８２０㎜

木目調 ＭＬ６３□Ｖ

製品名 品番 サイズ 備考

継手加工：面取り加工

継手加工：面取り加工

②　全面有孔板

　１）製品
　　　・基材：化粧スラグせっこう板　　

　　　・不燃材料／認定番号：－

　　　・製品タイプ：全面有孔板

エンボス調 ＭＬ５８□Ｖ

木目調 ＭＬ６８□Ｖ

製品名 品番 サイズ 備考

　２）防耐火認定
　　　・防耐火認定には対応しておりません。

　２）防耐火認定
　　　・防耐火認定には対応しておりません。

継手加工：面取り加工

開孔率：3.07％

継手加工：面取り加工

開孔率：3.07％

５×９１０×１，８２０㎜

５×９１０×１，８２０㎜

５×９１０×１，８２０㎜

軒天

種類
仕様

ニチハ標準施工上の野縁および軒天材施工要領　抜粋　（木下地）防耐火

認定番号
野縁施工 軒天の留め付け

軒裏
勾配

軒元
納まり

軒天５
５㎜

（無孔板・有孔板）
認定なし

野縁組：平行組　不可

　　　　   梯子組＠幅303㎜以下

吊り木：軒出＞500㎜時必要

野縁寸法：30×40㎜以上

釘：φ1.9㎜×32㎜　専用リング釘

梯子組：軒出方向＠200㎜以下

　　　　　 軒幅方向225㎜以下

　　　　　（幅910㎜に５本留め）

水平
・

勾配

軒勝ち

壁勝ち

軒出

－
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６　軒天

　

軒天材

野縁

野縁梯子組

野縁

軒の出＠500以下に吊り木
軒天材

１）軒天５　標準施工法

　●下地組み

　　 野縁梯子組：軒の出方向は軒元・軒先に、軒の幅方向は３０３㎜以下の間隔で野縁（幅３０×高さ４０㎜

　　　　　　　　      以上）を組みます。

　　 軒天材の左右接合部は野縁２本組みとします。

　　 軒の出が５００㎜を超える場合、軒の出＠５００㎜以下に吊り木（吊り木＠１０００㎜以下）で吊ります。

　●下地の不陸がないよう調整施工し、不陸のある場合は修正します。

　※ボルト頭や下地組みの不陸・ねじれなどは仕上がりに影響するばかりでなく、無理な施工から軒天材の

　　 破損をまねくおそれがあります。

　●軒天材の切断はオールダイヤモンドチップソーを使用します。

　●軒天材の留め付けは専用釘（ステンレスリング釘φ１．９㎜×３２㎜）を用い、

　　 野縁梯子組：軒の幅方向は２２５㎜以下の間隔で、軒の出方向は２００㎜以下の間隔で留め付けます。

　●軒天材端部の釘打ち位置は端あき２０～３５㎜とします。

軒の出が５００㎜以下の場合 軒の出が５００～１０００㎜以下の場合
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　６－１５　納まり詳細図
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　６－１３　軒天５の商品と防耐火認定一覧

６　軒天　

　

■対応商品：軒天５　木目調　エンボス調

①無孔板

　１）製品
　　　・基材：化粧スラグせっこう板　　

　　　・不燃材料／認定番号：ＮＭ－８３１５（有孔板を除く）

　　　・製品タイプ／無孔板

　６－１４　施工要領一覧

エンボス調 ＭＬ６９□Ｖ ５×９１０×１，８２０㎜

木目調 ＭＬ６３□Ｖ

製品名 品番 サイズ 備考

継手加工：面取り加工

継手加工：面取り加工

②　全面有孔板

　１）製品
　　　・基材：化粧スラグせっこう板　　

　　　・不燃材料／認定番号：－

　　　・製品タイプ：全面有孔板

エンボス調 ＭＬ５８□Ｖ

木目調 ＭＬ６８□Ｖ

製品名 品番 サイズ 備考

　２）防耐火認定
　　　・防耐火認定には対応しておりません。

　２）防耐火認定
　　　・防耐火認定には対応しておりません。

継手加工：面取り加工

開孔率：3.07％

継手加工：面取り加工

開孔率：3.07％

５×９１０×１，８２０㎜

５×９１０×１，８２０㎜

５×９１０×１，８２０㎜

軒天

種類
仕様

ニチハ標準施工上の野縁および軒天材施工要領　抜粋　（木下地）防耐火

認定番号
野縁施工 軒天の留め付け

軒裏
勾配

軒元
納まり

軒天５
５㎜

（無孔板・有孔板）
認定なし

野縁組：平行組　不可

　　　　   梯子組＠幅303㎜以下

吊り木：軒出＞500㎜時必要

野縁寸法：30×40㎜以上

釘：φ1.9㎜×32㎜　専用リング釘

梯子組：軒出方向＠200㎜以下

　　　　　 軒幅方向225㎜以下

　　　　　（幅910㎜に５本留め）

水平
・

勾配

軒勝ち

壁勝ち

軒出

－



254

軒
天

納
ま
り
詳
細
図

木
造

納
ま
り
詳
細
図

鉄
骨
造

外
張
り

断
熱
工
法

ア
ウ
テ
ィ

参
考
資
料

モ
エ
ン

標
準
施
工
法

６　軒天

　

＜鋼板見切縁＞＜アルミ通気見切縁＞ ＜通気見切縁＞ ＜軒天見切縁＞

通気

アルミ通気見切縁

モエン

軒天材

防水紙

通気

通気見切縁

防水紙

見切縁
軒天材

防水紙

500以下

軒天材野縁
野縁

野縁

軒天材

モエン
モエン

通気

モエン

防水紙
見切縁

軒天材

通気

軒天材

軒天用ジョイナー

留付釘

軒天用ジョイナー

野縁

留付釘

軒天用ジョイナー

軒天材

２重側

留付釘

野縁

鼻隠し

鼻隠し

軒裏・小屋裏換気の場合

500以下 500以下 500以下

軒天材

通気見切換気による換気の場合 軒裏・小屋裏換気の場合

　 １）各部の取り合い

　 　■鼻隠しとの取り合い

　 　　 ●鼻隠しとの取り合いは、突き付けて施工します。　

　 　■外壁との取り合い

　 　　 ●外壁通気を確保するため、軒天の施工手順に注意してください。

軒天先施工 軒天後施工

　 
　■軒天用ジョイナーとの取り合い

　 　　 ●軒天の下地組みは５００㎜以下の間隔で野縁（３０×４０㎜程度）を組みます。

　 　　 ●軒天用ジョイナーの取り付けは、野縁ごとに釘を２本留めします。

　 　　 ●始めに鋼板が２重になっている側から軒天材を差し込むと、スムーズに施工できます。

　６－１６　納まり詳細図

軒天材

軒裏・小屋裏換気の場合

＜シーリング＞

シーリング
軒天材

防水紙

モエン

通気

軒裏・小屋裏
から換気

片ハットジョイナー

軒裏・小屋裏
から換気

軒裏・小屋裏
から換気

　 　■軒天材の突き付け手順

　 　　 ①軒天材を切断する。

　 　　 ②切断面の角をヤスリ等で面取りする。

　 　　 ③切断小口面を塗装する（補修液セットの塗料を塗布）。

　　　　④切断小口面を加工した軒天材を突き付け施工する。

　 　　 ① 　 　　 ② 　 　　 ③ 　 　　 ④

小口塗装
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６　軒天

　

＜鋼板見切縁＞＜アルミ通気見切縁＞ ＜通気見切縁＞ ＜軒天見切縁＞

通気
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500以下 500以下 500以下

軒天材

通気見切換気による換気の場合 軒裏・小屋裏換気の場合

　 １）各部の取り合い

　 　■鼻隠しとの取り合い

　 　　 ●鼻隠しとの取り合いは、突き付けて施工します。　

　 　■外壁との取り合い

　 　　 ●外壁通気を確保するため、軒天の施工手順に注意してください。

軒天先施工 軒天後施工

　 
　■軒天用ジョイナーとの取り合い

　 　　 ●軒天の下地組みは５００㎜以下の間隔で野縁（３０×４０㎜程度）を組みます。

　 　　 ●軒天用ジョイナーの取り付けは、野縁ごとに釘を２本留めします。

　 　　 ●始めに鋼板が２重になっている側から軒天材を差し込むと、スムーズに施工できます。

　６－１６　納まり詳細図

軒天材

軒裏・小屋裏換気の場合

＜シーリング＞
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　 　■軒天材の突き付け手順

　 　　 ①軒天材を切断する。

　 　　 ②切断面の角をヤスリ等で面取りする。

　 　　 ③切断小口面を塗装する（補修液セットの塗料を塗布）。

　　　　④切断小口面を加工した軒天材を突き付け施工する。

　 　　 ① 　 　　 ② 　 　　 ③ 　 　　 ④

小口塗装

６　軒天

　６－１７　その他

軒天換気金物※

換気棟

天井　50.05 ㎡

軒天換気金物※

天井　50.05 ㎡

9.1m

5
.5

m

9.1m

5
.5

m

（例：０.０１６３２ ㎡ × ２ヶ所）

　換気必要面積の算定　　軒裏換気・小屋換気（住宅金融支援機構仕様書より抜粋）

●小屋裏換気基準（ホ）の場合

●小屋裏換気基準（ロ）の場合

例）天井面積が５０.０５㎡の場合の有効換気面積

  吸気口　５０.０５ ㎡×１／９００＝０.０５５６２ ㎡以上

　排気口　５０.０５ ㎡×１／１６００＝０.０３１２９ ㎡以上

右図のように軒裏換気口・換気棟を配置した場合の

それぞれの換気量は

軒天換気金物４ヶ所×０.０１４８ ㎡＝０.０５９２ ㎡　＞　０.０５５６２ ㎡　⇒　O.K.

換気棟２ヶ所×０.０１６３２ ㎡＝０.０３２６４ ㎡　＞　０.０３１２９ ㎡　⇒　O.K.

軒裏に吸気口を設け、かつ、

棟部に排気口を設ける場合は、

吸気口の面積を天井面積の　１／９００ 以上とし、

排気口の面積を天井面積の　１／１６００ 以上とする。

例）天井面積が５０.０５㎡の場合の有効換気面積

　５０.０５ ㎡×１／２５０＝０．２００２ ㎡以上

右図のように軒裏換気口を配置した場合の

それぞれの換気量は

軒天換気金物１４ヶ所×０.０１４８ ㎡＝０.２０７２ ㎡　＞　０.２００２ ㎡　　⇒　O.K.

軒裏に換気口（吸排気両用）を設ける場合は、

換気口の面積の合計を天井面積の １／２５０ 以上とする。

※延焼のおそれのある部分など、必要な場合は防耐火認定仕様の換気部材をご使用ください。

　

■専用釘対応自動釘打ち機（参考例）

リング釘
（φ2.3㎜×38㎜）

機種品番（シートはプラシートに対応）
釘種類

バラ釘（※１）

コイル釘

（斜め巻きプラシート）

マックス株式会社 株式会社マキタ

直巻き用（常圧）：AN552

直巻き用（高圧）：AN510HS、AN511HB
軒天
１２

リング釘
（φ2.5㎜×43㎜）

リング釘
（φ2.75㎜×50㎜）

!
注　　意

軒天
１４

軒天
１８

工具の詳細は工具メーカー様へお問い合わせください。

※１　マックス株式会社製の工具を使用する場合の釘連結機は、WH-2（V5プラシート）をご使用ください。

※２　専用釘JKW840B（リング釘　φ2.75㎜×50㎜）の連結機および連結用テープの推奨品は、＜(株)マキタ　製＞ＲＮ５００（ＰＰテープNo.277使用）のみとなります。

　　　 その他の釘打ち機・連結機・連結用テープにつきましては、工具メーカー様にお問い合わせください。

リング釘
（φ1.9㎜×32㎜）

コイル釘

（斜め巻きプラシート）
軒天

５

軒天

種類

斜め巻き用（高圧）:AN534H、AN636H

直巻き用（常圧）：AN552

直巻き用（高圧）：AN510HS、AN511HB

直巻き用（高圧）：AN510HS

直巻き用（高圧）：AN511HB

斜め巻き用（高圧）：AN534H

斜め巻き用（常圧）：CN-565S2

斜め巻き用（高圧）：HN-65CS、HN-50N4、HN-65N4

斜め巻き用（常圧）：CN-565S2

斜め巻き用（高圧）：HN-65CS、HN-50N4、HN-65N4

斜め巻き用（常圧）：CN-565S2

斜め巻き用（高圧）：HN-65CS、HN-50N4、HN-65N4

－

斜め巻き用（常圧）：CN-550S

斜め巻き用（高圧）：HN-50N4、HN-50S1

バラ釘（※１）

バラ釘（※２）

軒天
１２

トリスタ

リング釘

（φ2.5㎜×45㎜）
バラ釘（※１）

直巻き用（高圧）：AN510HS

直巻き用（高圧）：AN511HB

斜め巻き用（常圧）：CN-565S2

斜め巻き用（高圧）：HN-65CS、HN-50N4、HN-65N4
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